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キャンパスメディアに見るコミュニティメディアの可能性
本研究は自発的な学生達等がIT（情報通信技術）やそれに伴うサービスを活用して効率的に情報の受発信を行なうことで、大学キャンパスにおける情報流通を担いつつある主体をキャンパスコミュニティメディアと総称し、その調査、分析を行なうものである。

目的は大きく分けて二つある。近年、増加傾向にあるキャンパスコミュニティメディアの動向、現状を明らかにすること、その上で活動内容の調査・分析、ケーススタディを行ない、更なる発展、充実や問題点克服のための施策を立案すること、である。

調査、分析の結果、休止、廃止したものも含めると52大学に74サイトが存在し、これらは特に1999年頃から増加傾向にある新しい主体であることがわかった。彼らはそれぞれが基盤とする大学キャンパスの情報環境に応じて、それを補完するように柔軟な形態を取りながら、“オフラインでの人間関係を超えたコミュニケーションの場の提供”や、“キャンパスや生活に密着した身近な情報の迅速な提供”等を行ない、キャンパスの活性化や学生生活の支援を図っていた。また、2002年10月の全国大学コミュニティサイト『unist』開設に代表される横の連携や協力を行なうなど、様々な新しい試みがあることもわかった。

一方で、自発的な情報発信に不可欠な意欲やスキルを持つ人材の確保といった継続性の問題、情報の信頼性や責任の所在といった問題や課題も抱え、実際に閉鎖や休止に至っているサイトも少なくなかった。しかし、それらを克服する試みも多く見受けられた。
最後に大学キャンパスの特殊性と一般性を鑑みながら、得られた成果をもとに、コミュニティメディア全般が持つ可能性について言及する。情報の受発信に伴う参入障壁を乗り越えて、活動を展開するキャンパスコミュニティメディアの潮流は紙や電波を媒体とする従来の情報メディアでは存在し得なかった、存在したとしても活動を制限されていたような規模、種類のコミュニティにも情報流通を担う主体が形成され、大きな役割を担っていく可能性を強く示唆しているものと考えるためである。
本論文が今後のキャンパスコミュニティメディアやコミュニティメディアの成立、発展におけるドライビングフォースとして寄与すればこの上ない幸いである。
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The Possibility of Community Media Observed in Campus Media
This research is an analysis and an investigation on spontaneous actions of students using Information Technology or any services which deal with Information Technology to transmit information efficiently around the campus of universities, which I name campus community media.

There are two purposes for this research. The first purpose is to clarify the movements and the present situation of campus community media, which is said to be increasing in many universities recently. The second purpose is to perform investigation and analysis on the contents of activities, and to draw a measurement for further development, fullness, or problems to solve.

From the result of the research, fifty-two universities with seventy-five sites exist, including ones which are either stopped or abolished. The results tell that these activities have developed and have increased its numbers since year 1999 and that they are a whole new type of body. Taking a flexible form so that each may adapt and suit their environment of the campus, they perform "offering of a place beyond the human relations in off-line communication", or "quick offering of familiar information dealing with campus life", etc., and aim to activate the campus, and support individual student life. Moreover, a whole new innovation is seen, and various new trials to operate cooperation and information sharing between different students of different universities, which are represented by examples such as the national university community site "unist" established in October, 2002.
On the other hand, there were not few sites which also held problems of continuity, and informational reliability. The problem of the whereabouts of responsibility and subject of reservation of skillful people with volition and skill indispensable to spontaneous information dispatch, and have actually resulted in closing or pausing. However, many efforts to conquer them were also able to be seen.
Lastly, a reference is made on the possibilities of community media in whole, while keeping in mind about the peculiarity and the generality of the university campus based on the obtained result. This is to present the strong possibility of campus media, which enabled to overcome the barrier of entry accompanying informational reception and transmission.  And the current situation of the campus community media is suggesting that it had bear the big role of developing an main body of an activity of differential community in types and scales, which would not exist or if exist, its performance was extremely restricted along with the conventional information media, such as paper or through an electric wave.  Finally, it would be delightful if this paper contributes as a driving force in formatting a future campus community media or a community media, and their development.
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第一章
研究概要
1.1　目的
本研究は学生達が中心となり自発的にIT（情報通信技術）を活用して情報の収集、編集、発信等を行ない、大学キャンパスにおける情報流通を担う主体をキャンパスコミュニティメディアと総称し、その調査、分析を行なうものである。
目的は大きく分けて二つある。近年、増加傾向にあるキャンパスコミュニティメディアの動向、現状を明らかにすること、その上で活動内容の調査・分析、ケーススタディを行ない、更なる発展、充実や問題点克服のための施策を立案すること、である。

これらは大学キャンパス以外のコミュニティをベースとしたメディアの成立、発展にも寄与するという考えのもと、最後にコミュニティメディアの可能性についても言及する。

なお、本研究は2002年度森泰吉郎記念研究振興基金研究助成金を受けた「キャンパスコミュニティメディアによる情報流通活性化 」、2001年度SFCオープンリサーチフォーラム出展の「地方新聞社の未来形」、「SFC CLIPの経緯と展望」の成果も取り入れて進めていく。
1.2　背景と手法
2002年10月1日、全国大学コミュニティサイト『unist』のWEBサイトが開設された。unistとはキャンパスコミュニティに関する情報提供を行なうサイト（ポータルサイト、コミュニティサイト等と自称）を運営する21大学24団体（開始時点では20大学23団体）が参加、関西学生交流プロジェクト、UNN関西学生報道連盟 、放送テレビ研究会という3つの連盟が協力して運営するキャンパスメディアのネットワークである。

こうした大学キャンパスをベースに学生らが自発的にWEBサイトやE-mail、携帯電話等を活用して情報を収集、編集し、発信するサイトが1999年以降、増加傾向にある。各サイトの相互リンクや検索エンジンを利用した調査を行なった結果、何らかの理由で閉鎖、休止しているものを含め、52大学74サイトが存在したことがわかった。

こうした動向を受け、本研究ではまず、キャンパスメディアの現状、動向を明らかにする。調査は前述した52大学74サイトに加え、こうした動きが起こる以前から紙媒体の発行主体として大学キャンパスの情報流通を担ってきた大学新聞（66大学84新聞）のサイト、必要に応じて大学の当局や企業等が運営するサイトについても行なった。（第二章）
そして“こうしたサイトはなぜ存在し、増加しているのか”、“キャンパスにおいてこうしたサイトはどのような役割を担い、担っていこうとしているのか”等を明らかにするため、unist参加団体のサイトに関する調査等をもとにその特徴について記述する。（第三章）
これにより得られた特徴や分析をもとにSFC CLIP（Communication and Life Information Provider）を事例としたケーススタディを行なう。SFC CLIPは2001年4月に開始された慶應義塾大学湘南藤沢キャンパスを基盤に活動するプロジェクトで筆者も立ち上げ時点から関与している。その経緯や今後の展開を通してキャンパスコミュニティメディアの長所や課題、可能性について論じていく。（第四章）
最後にここまでの成果をもとに、大学キャンパスの特殊性と一般性を鑑みながら、大学キャンパス以外のコミュニティをベースとしたコミュニティメディア全般が持つ可能性について言及する。（第五章）
1.3　動機と意義
私は学部、大学院を通してITが社会や我々の生活をどの様に変化させていくかについて関心を寄せ、研究を行なってきた。地方新聞社の未来モデルの立案や身近な情報流通の実験の場としてのSFC CLIPの活動をする中で、様々なコミュニティに密着して存在し、情報流通を担う主体、コミュニティメディアの可能性に着目したことが本研究の根底にある。
情報社会を迎えつつある現在、世の中には膨大な量の情報が錯綜している。一つの身体、一日24時間という全ての人間に共通する制約条件がある限り、個人がこの中から本当に自分に有用な情報を探し出し、活用していくのは容易なことではない。新聞やテレビといった従来の情報メディアは十人十色の情報ニーズの中から最大公約数の情報を選別し、提供してきた。そのため、利害関係者が多いとはいえないコミュニティに関する情報にはニーズ、シーズが存在していたとしても、従来型のメディアでは採算や技術といった制約から十分な取り扱いが成されているとは言えない状態が続いていた。

だがITの驚異的な発展・普及は情報の受発信に要する経済的・時間的コストや情報量、情報形態といった障壁を急激に取り払いつつある。小規模なコミュニティ向けのニュース、情報であっても、低コストかつ頻繁に受発信可能な環境が整いつつある。これにより紙や電波を媒体とする従来の情報メディアでは存在し得なかった、存在したとしても活動を制限されていたような規模、種類のコミュニティにも情報流通を担う主体が形成され、大きな役割を担う可能性が高まってきたのである。グローバリゼーションが進む一方で、学校や地域、趣味のサークルといったコミュニティは、生活の場として、行動、活動を起こす身近な場として、重要性を増しつつある。こうしたコミュニティに密着した情報メディアは錯綜する情報の中から有用な情報を獲得、共有、活用するための場、という新たな役割をコミュニティに持たせていくと考える。
本研究はこうしたコミュニティメディアの中でもドラスティックな変化、発展を遂げつつあるキャンパスコミュニティメディアというレンズを通してコミュニティメディア全般の可能性にまで言及しようとするものである。
第二章
キャンパスメディアの現状
第二章ではキャンパスメディア全般の現状、動向を概観する。本研究における調査対象の主軸となる、各大学キャンパスを基盤に自発的な学生らを中心に運営されるキャンパスコミュニティメディアの他にも大学新聞や大学当局の情報発信、企業主導のサイトについて現状をまとめた。

本調査によって52の大学に74主体のキャンパスコミュニティメディアが存在していることが明らかになった。これらは既存の大学新聞（66大学84新聞を調査）や大学当局による情報提供サイト、企業の手掛ける大学生全般を対象としたサイトとは異なる新しい主体であることもわかった。
2.1　キャンパスコミュニティメディア
2.1.1　unist
unist（ユニスト）は全国大学コミュニティサイトを標榜する団体で、2001年10月に構想され、2002年4月に設立、2002年10月1日にWEBサイト（http://www.unist.jp）をグランドオープンさせている。unistとは「University」の「uni」に、人という意味を表す「-ist」を加えた造語である。運営は事務局の専属スタッフに加えて、キャンパスコミュニティをベースにした情報提供サイトを運営する21大学24団体（開始当初は20大学23団体）が参加、関西学生交流プロジェクト、UNN関西学生報道連盟 、放送テレビ研究会という3つの団体が協力して行なわれている。

「無料・非営利・独立不羈」を活動理念とし、 “大学生の無限の可能性の開拓”“大学生の社会活動への支援”“大学生に対するネット利用の啓蒙促進”“大学と高校・社会との連携”を活動目的としている。
開設時の紹介文（12月にはリニューアルがなされ、現在は閲覧不可）には以下のようにポータルサイトからコミュニティサイトへ発展していくというヴィジョンが掲げられている。
unistの性格には二つのステージがあります。 一つは全国に点在するポータルサイトが“個々に発信している情報”が集まる港としてのunist ファーストステージです。
ちなみにunistにおけるポータルサイトの定義は以下の通りとします。 ニュース・講義情報・イベントに講演会。ストリートパフォーマンス、キャリアプランの提案から資格試験まで。生活に必要な幅広い情報が集まってくる一大流通港のような非営利ウェブサイトをポータルサイトと呼びます。　立派な作りの入口、あるいは多少抽象的に「出発点」といった意味で使われるportalという語。したがってポータルサイトは「(公共的な)玄関口サイト」といった意味になります。
大学情報だけでなく、自ら制作した音楽や記事、映像活動などを日々発信している学生ポータルサイト。そして、それら学生の活動を支える「インターネット」というツール。第一段階として、unistは全国に点在する発電所の交差点となるportal of the portals（ポータルのポータルサイト）を目指します。
二つ目、そして私たちunistの目指す新しいステージは”ポータルサイト”を越えた”コミュニティサイト”という概念とその提唱です。ポータルというのは検索能力を備えた巨大な玄関口であり、情報の流通するweb上の港。Yahoo!の例をあげるまでもなく、ポータルという概念は一般化し様々な形で利用されています。
利用者の便を念頭に、ポータルサイトが備えるそれらの機能をunistはその前提としますが、それだけではyahoo!がかつて生み出したポータルサイトという仕組みを越えることは出来ません。

　 例えて言うならば「流通港から臨海都市へ」

私たちは既存のポータルサイト概念を発展的に解消した「情報と共に生活できる場｣としてのコミュニティサイト概念を提唱するものです。

日々更新される豊富なコンテンツ群。果ては受験情報やキャリア/ライフプランの提唱まで。unistはあなたが毎日訪れるマーケットであり、かつ馴染みの仲間に会える居心地のいい喫茶店にもなります。情報リテラシーの向上とインフラストラクチャーの整備により、生活する場としてのコミュニティー概念は決して夢物語ではなくなりました。
私たちの提唱する｢コミュニティサイト｣概念が日本の、世界の共通概念となることを当プロジェクトは目指します。
現在のサイトはニュース（大学総合、大学ローカル）、掲示板、ポータル通信（各サイトの特集記事やインタビュー）、キャンパス紹介、スペシャル企画（unist実施の企画）、学園祭特集、大学公式サイト集から成っている。

また、11月には早々のリニューアルがされ、サイト全体をオープンソースで開発されている、高機能なサイト構築ソフト（XOOPS：eXtensible Object Oriented Portal System、公式サイト：http://www.xoops.org/modules/news/、日本語公式サイト：http://jp.xoops.org/modules/news/）を利用して構築するなど実験的な試みが多く見られる。
2.1.2　unistの参加団体、協力団体
unistの参加団体は表2-1の通りである。その詳細については第3章で述べる。
協力団体の中でサイトを持つのはUNN関西学生報道連盟（http://www.unn-news.com/）のみであった。UNN関西学生報道連盟は関西にある大学新聞の連盟で、2002年12月25日時点で神戸大ニュースネット（神戸大学）、同志社PRESS（同志社大学）、NEWS立命（立命館大学）、新月トリビューン（関西学院大学）、大阪大学POST（大阪大学）、関西大学タイムス（関西大学）、奈良女子大学新聞はいんず（奈良女子大学）、K.C.Press（神戸女学院大学）、大阪外大新聞（大阪外国語大学）、藤花通信（京都女子大学）の10新聞（WEBサイトのリンク順）が加盟している。
WEBサイトではUNN独自のニュース、加盟新聞提供のニュースを随時提供している他、各種特集（就職、2002年ワールドカップ、UNN10周年記念、阪神大震災、各年の10大ニュース）、サークル総覧、コラム（映画監督井筒和幸氏による「さよならアメリカ映画」）が提供されている。その他週刊のFAX新聞、メールマガジンの発行も行なっている。
表2-1：unist参加団体（大学名五十音順）

	サイト名
	運営組織名
	大学
	URL（2002年12月25日時点）

	AVL
	AVL(AogakuVentureLabo)
	青山学院大学
	http://aoyama.fc2web.com/

	CIBO
	CROCUS（クロッカス）
	茨城大学
	http://white.sakura.ne.jp/~design/cibo/

	関西外大EXPRESS
	関西外大EXPRESS
	関西外国語大学
	http://www.k-gaidai.com/

	関大ナビ
	関大ナビ
	関西大学
	http://kansai.pekori.to/

	北九大ネット
	KOBO（こくら情報工房）
	北九州市立大学
	http://www.kitakyudai.net/

	Kyoto-u.com
	kyoto-u.com
	京都大学
	http://www.kyoto-u.com/

	J-Station
	塾生総合研究所
	慶應義塾大学
	http://www.jukusei.org/

	甲南Hot com
	甲南Hot com
	甲南大学
	http://okamoto.eco.konan-u.ac.jp/

	学園情報局
	ASBIG
	信州大学
	http://www.asbig.gr.jp/

	from NOA
	信州大学第二新聞ＮＯＡ
	信州大学
	http://www.go.tvm.ne.jp/~noa/

	SeinanStyle.com
	西南スタイル
	西南学院大学
	http://www.seinanstyle.com/

	ツクナビ
	C4（シーフォー）
	筑波大学
	http://www.tsukunavi.com/

	TCS
	Teikyo Community Site
	帝京大学
	http://tcs21.tripod.co.jp/

	Akamon.net
	Akamon.net
	東京大学
	http://www.akamon.net/

	東北大学リンク集
	個人（吉村正成氏）
	東北大学
	http://www.yk.rim.or.jp/~touhoku/

	ToyoWAVE
	ToyoWAVE
	東洋大学
	http://www.toyowave.net/

	同志社ナビ
	同志社ナビ
	同志社大学
	http://www.dnavi.com/

	CUBET
	有限会社キューベット
	北海道の大学
	http://www.cubet.net/

	立教スタイル
	立教スタイル
	立教大学
	http://www.ri-style.com/

	立教モード
	MRG
	立教大学
	http://www.rikkyo-mode.com/

	R-station
	R-station
	立命館大学
	http://www.ritsnavi.net/

	龍谷ナビ
	龍谷ナビ
	龍谷大学
	http://www.rnavi.net/

	WasedaWillwin
	WasedaWillwin
	早稲田大学
	http://www.wasedawillwin.com/

	早稲田リンクス
	早稲田リンクス
	早稲田大学
	http://waseda-links.com/


2.1.3　INTERUNIV-NETWORK
匿名掲示板（http://jbbs.shitaraba.com/study/7/univ.html、調査時一時停止中）の共同運用を通じて形成されたネットワークで10サイトが加盟していた。しかし2002年の3月以降の活動は確認できず、掲示板も停止中である。
加盟10サイトのうち4サイトはunistに参加、3サイトはunistには参加せず活動を続けているが、3サイトは閉鎖もしくは移転先が不明になっており、少なくともWEBサイトを展開していない。
表 2‑2：INTERUNIV-NETWORK参加団体（大学名五十音順）
	サイト名
	大学名
	URL
	備考

	関学ナビ
	関西学院大学
	http://www.kangaku-net.com/
	　

	ICU Navi
	国際基督教大学
	http://www.icunavi.com/
	　

	サークルdawn
	大東文化大学
	http://www.d7.dion.ne.jp/~t_s/index.html
	　

	SeinanStyle.com
	西南学院大学
	http://www.seinanstyle.com/
	unistに参加

	TCS
	帝京大学
	http://tcs21.tripod.co.jp/
	unistに参加

	ToyoWAVE
	東洋大学
	http://www.toyowave.net/
	unistに参加

	甲南Hot com
	甲南大学
	http://okamoto.eco.konan-u.ac.jp/
	unistに参加

	駿台生ネット
	駿河台大学
	http://ueno.cool.ne.jp/sundaisei/
	2002年3月末閉鎖

	Fukuoka-u.com
	福岡大学
	http://www.fukuoka-u.com/
	閉鎖or移転先不明

	Rikkyo Navi
	立教大学
	http://www.rikkyonavi.com/
	閉鎖or移転先不明


2.1.4　上記以外の各大学キャンパスをベースにしたサイト
unistやINTERUNIV-NETWORKに参加していないキャンパスコミュニティメディアとして36サイトが存在していた。
掲示板などによるコミュニケーションの場の提供、大学に関連するニュースの提供、授業やゼミ、サークルに関するデータベースの提供、リンク集などの機能を組み合わせ、様々な形態が見られた。

また対象として、一つの大学全体を対象とするものが多かったが、『タカツキの歩き方（関西大学総合情報学部、http://www.geocities.co.jp/CollegeLife/4314/）』や『キヌタ・ネット（仮）（日本大学商学部、http://w-cube.net/）』、『JINKAWEB（早稲田大学人間科学部http://www.jinkaweb.com/home.html）』の様にキャンパスや学部に絞ったものや、逆に広く九州内の大学全般を対象とした『九州学生.com（九州の大学、http://www.9gaku.com/index2.html）』の様なサイトもあった。

表 2-3：大学キャンパスをベースにしたサイト
（unist、INTERUNIV-NETWORK以外、大学名五十音順）
	サイト名
	大学名
	URL

	青学WEB
	青山学院大学
	http://www.aogaku.org/

	大阪外大ドットコム
	大阪外国語大学
	http://www.osaka-gaidai.com/

	campus.keiho-u.jp
	大阪経済法科大学
	http://campus.keiho-u.ac.jp/

	Shoin.net
	大阪樟蔭女子大学
	http://www.osaka-shoin.net/

	鹿大生の友（仮）
	鹿児島大学
	http://www6.plala.or.jp/winny/

	神大NAVI
	神奈川大学
	http://www.jindai-navi.com/

	ウラ金大
	金沢大学
	http://urakindai.com/

	タカツキの歩き方
	関西大学総合情報学部
	http://www.geocities.co.jp/CollegeLife/4314/

	Kwansei　Gakuin　Org
	関西学院大学
	http://jk.pos.to/

	よかと～く
	九州産業大学
	http://www.yoka-yoka.com/

	九大情報リンク集
「くりっぷ」
	九州大学
	http://www.geocities.co.jp/CollegeLife/8190/

	九州学生.com
	九州の大学
	http://www.9gaku.com/index2.html

	京産ネット
	京都産業大学
	http://www.kyoto-su.net/

	Kaea.net
	京都大学
	http://kaea.kdn.ne.jp/

	KYOTO-U.NET
	京都大学
	http://www.kyoto-u.net/

	aprivalley
	杏林大学
	http://tsukkun.hp.infoseek.co.jp/

	近大生の広場
	近畿大学
	http://jan.sakura.ne.jp/~kindai/

	近大ナビ
	近畿大学
	http://kinnavi.tripod.co.jp/

	Kobe-u.Com
	神戸大学
	http://www.kobe-u.com/

	バカヤマ.com
	国際基督教大学
	http://bakayama.com/index.html

	中大ねっと
	中央大学
	http://chuo.pos.to/

	SEAST
	東海大学
	http://www.seast.net/

	all-todai.com
	東京大学
	http://www.all-todai.com/

	i-todai.com
	東京大学
	http://www.i-todai.com/

	東京農業大学
非公式サイト
	東京農業大学
	http://www.zx.to/~nodai/

	富山大学講義情報交換所
	富山大学
	http://www12.tok2.com/home/yonetti/

	新潟犬学
	新潟大学
	http://members.tripod.com/~dog-u/

	にちこむ
	日本大学
	http://members11.cool.ne.jp/~r_plus/niti_com/

	キヌタ・ネット（仮）
	日本大学商学部
	http://w-cube.net/

	e*hit
	一橋大学
	http://www.webport-japan.com/ehit/

	広大ウォーカー
	広島大学
	http://home.hiroshima-u.ac.jp/onlinek1/

	放送大学ってこんなとこ
	放送大学
	http://www.roy.hi-ho.ne.jp/ho-ho-/hoso/index.html

	MauCities
	武蔵野美術大学
	http://www.maucities.com/

	meijiseek.com
	明治大学
	http://www.meijiseek.com/

	kokudai.net
	横浜国立大学
	http://www.kokudai.net/

	JINKAWEB
	早稲田大学人間科学部
	http://www.jinkaweb.com/home.html


2.1.5　閉鎖・休止したサイト

11サイトが閉鎖、休止していた。これらのサイトが閉鎖・休止に至ってしまった経緯などからキャンパスメディアの抱える課題、問題点についてを第三章で考察する。

表 2-4：閉鎖・休止したサイト（大学名五十音順）
	サイト名
	大学名
	URL
	備考

	KEIDAI Channel
	大阪経済大学
	http://www.j-kei.net/keidai/pc/
	

	KEIDAI PORTAL SITE
	大阪経済大学
	http://isu.hum.ibaraki.ac.jp/i-press/
	

	ガクゲイマニア！
	学芸大学
	http://gakugeimania.tripod.co.jp/
	2002年10月1日閉鎖

	駿台生ネット
	駿河台大学
	http://ueno.cool.ne.jp/sundaisei/
	2002年3月末閉鎖

	東邦大学どっとねっと
	東邦大学
	http://www.toho-u.net/
	

	Fukuoka-u.com
	福岡大学
	http://www.fukuoka-u.com/
	

	メイジ★ナビ
	明治大学
	http://www.meiji-navi.com/i/index.shtml
	

	Rikkyo Navi
	立教大学
	http://www.rikkyonavi.com/
	

	リッキョウ・コム
	立教大学
	http://www.rikkyo.com/
	2002年7月閉鎖

	Ritsの素
	立命館大学
	http://www.ritsumei.ac.jp/~ec072981/
	2001年12月3日閉鎖

	Rits Freak Online
	立命館大学
	http://www.sol.cs.ritsumei.ac.jp/~nakamiti/rits/
	2002年12月16日閉鎖


2.2　大学新聞
ここまで取り上げた中で大学新聞の発行主体が運営しているものは『from NOA』（信州大学第二新聞ＮＯＡ）のみであった。では、大学新聞発行主体はWEBサイト等を利用してどのような情報提供やサービスを展開しているのであろうか。66大学84新聞の現状を調査した。

2.2.1　UNN関西学生報道連盟加盟の大学新聞
2.1.2で触れたunistの協力団体、UNN関西学生報道連盟（http://www.unn-news.com/）に加盟する10新聞（神戸大ニュースネット：神戸大学、同志社PRESS：同志社大学、NEWS立命：立命館大学、新月トリビューン：関西学院大学、大阪大学POST：大阪大学、関西大学タイムス：関西大学、奈良女子大学新聞はいんず：奈良女子大学、K.C.Press：神戸女学院大学、大阪外大新聞：大阪外国語大学、藤花通信：京都女子大学、WEBサイトのリンク順）はいずれも随時、情報が更新され、積極的にWEBサイトの利用が行なわれている。他に埼玉大学新聞委員会、一橋新聞、北海道新聞がサイト上で情報を随時更新していた。

表2-5：UNN関西学生報道連盟に加盟する大学新聞（大学名五十音順）
	学生新聞名
	大学
	URL

	大阪外大新聞
	大阪外語大学
	http://www.unn-news.com/gaidai-shimbun/

	阪大POST
	大阪大学
	http://www.unn-news.com/handai-post/

	関西大学タイムス
	関西大学
	http://www.unn-news.com/ku-times/

	関学新月Tribune
	関西学院大学
	http://www.unn-news.com/tribune/

	藤花通信
	京都女子大学
	http://www.unn-news.com/touka/

	神女院大K.C.Press
	神戸女学院大学
	http://www.unn-news.com/kcpress/

	神戸大NEWS NET
	神戸大学
	http://home.kobe-u.com/top/newsnet/index.html

	同志社PRESS
	同志社大学
	http://www.unn-news.com/doshisha-p/

	奈良女子大学新聞はいんず
	奈良女子大学
	http://www.unn-news.com/narawu-p/

	NEWS立命
	立命館大学
	http://www.unn-news.com/news-ritsumei/


2.2.2　College Sports Express参加の大学スポーツ新聞

スポーツに特化したスポーツ新聞では日刊スポーツ新聞社がWEBサイト『nikkansports.com（http://www.nikkansports.com/）』のコンテンツとして“College Sports Express（http://www.nikkansports.com/univ/univ-menu.html）”というコーナーを設けている。ここにはスポーツ大東（大東文化大学）、スポーツ法政（法政大学）、慶應スポーツ（慶應義塾大学）、スポーツ国士（国士舘大学）、駒大スポーツ（駒澤大学）、明大スポーツ（明治大学）、立教スポーツ（立教大学）、帝京スポーツ（帝京大学）、早稲田スポーツ（早稲田大学）、中大スポーツ（中央大学）（WEBサイトのリンク順）の10新聞が参加している。各新聞にはWEBサイト用のディスクスペース、もしくは転送用のURL（いずれの場合もhttp://www.nikkansports.com/univ/～）が提供されており、各大学のスポーツ関連の速報や特集記事が提供されている。その他、大手新聞社が支援する大学生新聞としては読売新聞の『キャンパススコープ（http://www.campusscope.com/）』や毎日新聞の『キャンパる&Campal.net（http://www.campal.net/）』などがあるが、いずれも大学生全般を対象にした新聞の発行が中心の活動となっている。

表2-6：College Sports Expressに参加する大学スポーツ新聞（大学名五十音順）
	学生新聞名
	大学
	URL

	慶應スポーツ
	慶應義塾大学
	http://www.keispo.net/

	スポーツ国士
	国士舘大学
	http://www.kokushisports.com/

	駒大スポーツ
	駒澤大学
	http://user.komazawa.com/~komaspo/

	スポーツ大東
	大東文化大学
	http://tokyo.cool.ne.jp/supodai/

	中大スポーツ
	中央大学
	http://members.tripod.co.jp/chuo_univ_sports/c-menu.htm

	帝京スポーツ新聞
	帝京大学
	http://teisupo.tripod.co.jp/

	スポーツ法政
	法政大学
	http://www.geocities.co.jp/Colosseum/8457/

	明大スポーツ
	明治大学
	http://www.nikkansports.com/univ/meiji/m_menu.html

	立教スポーツ
	立教大学
	http://www.rikkyo.ne.jp/sgrp/spsports/

	早稲田スポーツ
	早稲田大学
	http://www.nikkansports.com/univ/waseda/w-menu.html


2.2.3　大学当局が手掛ける大学新聞サイト

『Clover Times（甲南女子大学）』、『国士舘大学新聞（国士舘大学）』、『聖マリアンナ医科大学新聞（聖マリアンナ医科大学）』は大学の当局が手掛けていた。このような広報の一環としての情報提供は“大学新聞”と銘打たないものも含めれば他の多くの大学でも行なわれているものと予想されるが、本研究の趣旨からは離れるため追加の調査は行なっていない。

表2-7：大学当局が手掛ける大学新聞サイト（大学名五十音順）
	学生新聞名
	大学
	URL

	Clover Times
	甲南女子大学
	http://www.konan-wu.ac.jp/clover/clover.html

	国士舘大学新聞
	国士舘大学
	http://www.kokushikan.ac.jp/kouhou/newspaper/

	聖マリアンナ医大新聞
	聖マリアンナ医科大学
	http://www.marianna-u.ac.jp/sinbun/top/index.htm


2.2.4　その他の大学新聞サイト

上記以外のサイトでは新聞紙面のコンテンツをデジタル（HTMLファイルやPDFファイル）化して提供しているものがほとんどあった。中には東京大学新聞のように新聞の購読料を支払っている読者への配慮として、WEBサイト上では紙面の内容を限定して掲載する方針（http://www.utnp.org/policy.html）を持っている主体もあった。

表2-8：WEBサイトを運営している大学新聞（大学名五十音順）
	学生新聞名
	大学
	URL

	会津大学新聞
	会津大学
	http://www.u-aizu.ac.jp/circles/shinbun/

	青山学院大学新聞
	青山学院大学
	http://www.aogakushinbun.ac.fm/

	江戸川大学新聞
	江戸川大学
	http://www.edogawa-u.ac.jp/~e-news/

	NUTS
	岡山大学
	http://www.interq.or.jp/world/nuts/index2.html

	学習院大学新聞
	学習院大学
	http://www-cc.gakushuin.ac.jp/~press/

	関学スポーツ
	関西学院大学
	http://www.geocities.co.jp/CollegeLife-Lounge/3971/

	九州大学新聞
	九州大学
	http://www3.coara.or.jp/~qpress/

	京都産業大学新聞
	京都産業大学
	http://www.kyoto-su.ac.jp/circle/ksup/index-j.html

	京都大学新聞
	京都大学
	http://www.ops.dti.ne.jp/~kup/

	慶應塾生新聞
	慶應義塾大学
	http://www.jukushin.com/

	工学院大学新聞
	工学院大学
	http://www.ns.kogakuin.ac.jp/~wws5012/DHTML/

	高知大学新聞
	高知大学
	http://www3.to/kpress

	神戸学院大学新聞会
	神戸学院大学
	http://www.geocities.co.jp/CollegeLife-Library/7949/home.html

	神戸大学新聞
	神戸大学
	http://home.kobe-u.com/shimbun/

	国際基督教大学新聞
	国際基督教大学
	http://www.geocities.com/Tokyo/Towers/3945/

	埼玉大学新聞委員会
	埼玉大学
	http://www.geocities.co.jp/CollegeLife/4731/

	Youth Forum News
	札幌大学
	http://www.sapporo-u.ac.jp/~youth/

	上智新聞
	上智大学
	http://www.sophiatimes.com/

	信州大学第二新聞NOA
	信州大学
	http://www.go.tvm.ne.jp/~noa/

	創価大学新聞
	創価大学
	http://press@soka.club.ne.jp/

	筑波ジャーナル
	筑波大学
	http://www.intio.or.jp/tsukubaj/

	筑波学生新聞
	筑波大学
	http://tspnet.infoseek.livedoor.com/

	都留文科大学新聞部
	都留文科大学
	http://tsurupress.tripod.co.jp/index.htm

	東京女子大 瓦版
	東京女子大学
	http://www.geocities.co.jp/CollegeLife-Cafe/1609/

	東京大学新聞
	東京大学
	http://www.utnp.org/

	東大新報
	東京大学
	http://www.win.ne.jp/~t-shinpo/

	東京理科大学新聞
	東京理科大学
	http://www.ed.kagu.sut.ac.jp/~press/

	東北学院大学新聞会
	東北学院大学
	http://www.tscc.tohoku-gakuin.ac.jp/~risk/

	東北大学新聞
	東北大学
	http://www.angelfire.com/mt/tonpress/

	学内メディアＫＡＮＫＡＮ
	東洋大学
	http://www.geocities.co.jp/CollegeLife-Labo/8875/kankan/

	富山大学学生新聞
	富山大学
	http://www.ctt.ne.jp/~bunya/

	都立大学新聞
	都立大学
	http://tmunews9.hp.infoseek.co.jp/shtml/top.shtml

	名古屋大学新聞
	名古屋大学
	http://www2.jimu.nagoya-u.ac.jp/circle/bunsaren/sinbunsya/index.html

	新潟大情報便そよかぜ
	新潟大学
	http:/www.on.rim.or.jp/~nunp/

	日本医科大学新聞会
	日本医科大学
	http://pekora.pekori.to/shinbun/

	日本大学新聞
	日本大学
	http://www.nihon-u.ac.jp/nup/

	一橋新聞
	一橋大学
	http://www.hit-press.ff.vu/

	広島大学新聞
	広島大学
	http://www.potato.ne.jp/~hirodai-np/

	法政大学オレンジプレス
	法政大学
	http://www.kk.iij4u.or.jp/~yoji/contents.html

	法政大学新聞
	法政大学
	http://thor.prohosting.com/~newz/press/

	北海道大学新聞
	北海道大学
	http://www12.big.or.jp/~h-press/

	名城大学新聞
	名城大学
	http://meijo-shinbun.hp.infoseek.co.jp/

	The Waseda Guardian
	早稲田大学
	http://www.guardian.to/

	わせだじゃあなる
	早稲田大学
	http://www.geocities.co.jp/CollegeLife/6030/index2.html

	早稲田大学新聞
	早稲田大学
	http://www.geocities.co.jp/WallStreet/1471/


また新聞発行主体の活動紹介や紙媒体の配布場所のみしか記載されていないサイトや更新が数ヶ月から数年されていないサイトもいくつか見受けられた。WEBサイトを閉鎖、もしくは移転先が不明なものも16主体（紙媒体の発行は継続し、WEBサイトの運営を停止、休止するというものも含む）あるなど、多くの大学新聞ではあくまで活動の中心は紙媒体発行であり、IT対応は進んでいないのが現状であるといえよう。

表2-9：WEBサイトを閉鎖・移転先が不明の大学新聞（大学名五十音順）
	学生新聞名
	大学
	URL

	茨城大学学生新聞
	茨城大学
	http://isu.hum.ibaraki.ac.jp/i-press/

	大阪芸術大学報道研究部
	大阪芸術大学
	http://village.infoweb.ne.jp/~houdoken/index.htm

	大阪大学新聞会
	大阪大学
	http://home.att.ne.jp/blue/box12/index.htm

	香川ユニプレス
	香川大学
	http://ww3.tiki.ne.jp/~valtain/UNIPRESS.html

	関西学院大学新聞
	関西学院大学
	http://chu-shiba.kwansei.ac.jp/kgpress/index.htm

	九工大新聞
	九州工業大学
	http://www.iizuka.edu.isc.kyutech.ac.jp/free/Kit-News/

	神戸国際大学新聞部
	神戸国際大学
	http://village.infoweb.or.jp/~fwgc8345/kiunews.html

	滋賀県立大学新聞
	滋賀県立大学
	http://www.geocities.co.jp/CollegeLife-Labo/3397/

	大同工大キャンパス 　 
	大同工業大学
	http://www.daido-it.ac.jp/~pccir/koudai_campus.html

	中大ウォーカー
	中央大学
	http://pweb.in.aix.or.jp/~inoino/

	東京経済大学新聞
	東京経済大学
	http://village.infoweb.ne.jp/~tkupress/

	同志社大学英字新聞部　
	同志社大学
	http://village.infoweb.or.jp/~fwgk7766/

	ぐびろが丘
	長崎大学医学部
	http://ph.med.nagasaki-u.ac.jp/~gubiro/

	ISP一橋総合通信 
	一橋大学
	http://www.mercury.ne.jp/isp/

	武蔵大学新聞
	武蔵大学
	http://www.geocities.com/mupress/

	St.Paul's Campus
	立教大学
	http://www.rikkyo.com/spc/


2.3　大学当局の取組み
2.2.3で紹介した『Clover Times（甲南女子大学）』、『国士舘大学新聞（国士舘大学）』、『聖マリアンナ医科大学新聞（聖マリアンナ医科大学）』のように大学当局が手掛ける情報提供の試みについてまとめた。なお、大学当局の取組みについては各大学キャンパスをベースに活動するキャンパスメディアを調査する中で知りえたものについての記載であり、本研究の趣旨からは離れるという理由で追加の調査は行なっていないことを付記しておく。
◇青山学院大学『AGU NEWS』（http://www.bb.aoyama.ac.jp/agunews/index.html）

『Weekly AOYAMA』http://www.aoyama.ac.jp/agunews/weekly.html
広報入試センター広報課が提供する学内ニュース。AGU NEWSは月刊。
◇金沢工業大学『公式サイト』（http://www.kanazawa-it.ac.jp/）
“在学生”、“高校生”、“企業”、“卒業生”、“地域社会”という各対象別のサイトを用意し情報提供を行なっている。

◇学習院大学『ひろば』（http://www-cc.gakushuin.ac.jp/）
学習院大学計算機センターが提供する非公式ページ。教職員や、就学する学生・生徒・児童・園児に役立つことを期待して作成。リンク集やアンケートの依頼・実施が行なえる“アンケート街”、休講補講情報などが提供されている。
◇慶應義塾大学『慶應オンライン』（http://www.jukuin.keio.ac.jp/）
卒業生に転送用の電子メールアドレスとWEBサイトのURLを提供。ユーザー登録をするとメーリングリストの作成や登録している卒業生の検索が可能になる。
◇立教大学『メルマガ』（http://www.rikkyo.ne.jp/~koho/univ_data/mm/index.html）
メールマガジンを発行。一般向け、受験生向けの二種類。それぞれPC版、携帯版を用意。
『TOPICS』（http://www.rikkyo.ne.jp/~koho/univ_data/topics/index.html）
学内関連のニュース提供
◇立命館大学『法学部メールマガジン』（http://www.ritsumei.ac.jp/kic/ja/jimu/mg.htm）

2001年10月開始。法学部・法学研究科・教職課程の学生に向け、ガイダンスなどの情報を提供。

◇早稲田大学『早稲田ウィークリー』（http://www.waseda.ac.jp/student/weekly.html）

学生部が手掛ける学内情報サイト。

『スポーツWebガイド』（http://www.waseda.ac.jp/koho/event/sevent.html）
広報室広報課が手掛ける大学関連のスポーツ情報提供サイト。WasedaWillWin、早稲田スポーツ新聞会にもリンクが張られている。
2.4　企業等が主導のポータルサイト、コミュニティサイト
企業や団体が大学生を対象にして運営するポータルサイト、コミュニティサイトも数多く存在する。その多くが大学生を包括的に対象としているもので、本研究が対象とする主体とは異なるが、動向を概観しておく。
2.4.1　YOU CAN PASS（株式会社ユーキャンパス）
大学生向け販売促進の企画・立案・営業代行や広告代理業、マーケティング業、人材紹介業などを行なう。同社が大学生活の支援のために開設するサイトとしてe-tamariba.comとcampus-navi.comがあったが、campus-navi.comは現在、閉鎖されている。

・e-tamariba.com（http://www.e-tamariba.com/）
大学サークル応援サイトをコンセプトに提供されるサービス。このサイト上に各大学の情報提供を目的としたコーナーがあり、10大学に関する情報が掲載されている。

専大通信WEB以外の9サイトは既に用意されたコーナーがあり、そこに学生や学生団体から提供される情報を提供するという形態を取っている。専大通信WEBはサーバ上のディスクスペースの提供を受け、独自のサイト運営を行なっている。

＜コーナー＞

▼大学の写真：各大学3枚

▼学生生活リサーチ：“生活調査 馴染みのお店は？溜まり場は？”
▼大学NO検証：テーマ別の特集
▼なんでもランキング：サークルの人気投票、学生食堂の人気メニューなど

▼知ってたつもり！？：出身の有名人の紹介
▼掲示板

これらは本研究の対象である大学キャンパスをベースにしたキャンパスコミュニティメディアに近いが、学生の自発的な活動とは言えず、またコンテンツの更新状況や掲示板への書き込みも多いとはいえないため、他の企業のサイトと同様の扱いとした。
表2-10： e-tamariba.com上のサイト（大学名五十音順）
	サイト名
	大学名
	URL

	ブルーマウンテン
	青山学院大学
	http://www.e-tamariba.com/community/univ/aogaku/main.html

	紫色の疾風
	駒澤大学
	http://www.e-tamariba.com/community/univ/komazawa/main.html

	ソフィアンの集い
	上智大学
	http://www.e-tamariba.com/community/univ/jochi/main.html

	専大通信WEB
	専修大学
	http://www2.e-tamariba.com/sendai2c/

	イチョウ並木
	東京大学
	http://www.e-tamariba.com/community/univ/todai/main.html

	六大学だよ法政は
	法政大学
	http://www.e-tamariba.com/community/univ/housei/main.html

	浦安の突風
	明海大学
	http://www.e-tamariba.com/community/univ/meikai/main.html

	ヘップバーン
	明治学院大学
	http://www.e-tamariba.com/community/univ/meigaku/main.html

	紫紺の旗に
	明治大学
	http://www.e-tamariba.com/community/univ/meiji/main.html

	都の西北
	早稲田大学
	http://www.e-tamariba.com/community/univ/waseda/main.html


・キャンパスナビ（http://www.campus-navi.com/）
キャンパスに関する情報提供を行なっていたものと思われるが、現在サイトは開設されていない。このキャンパスナビの閉鎖に伴い、芝浦ナビ、阪大ナビ、Rit’s Go!の3サイトが閉鎖している。
表2-11：campus-navi.com上のサイト（大学名五十音順）
	サイト名
	大学名
	URL

	阪大ナビ
	大阪大学
	http://www.campus-navi.com/handai-navi/

	芝浦ナビ
	芝浦工業大学
	http://www.campus-navi.com/sibaura-navi/

	Ｒｉｔ’ｓ　ｇｏ！
	立命館大学
	http://www.campus-navi.com/ritsumeikan/


2.4.2　Student（株式会社スチューデント）
▼http://www.student.co.jp/

学生をサポートするオンラインシステム「Ｓ’３（Student Support System）」を開発、教育機関等に対してASP（Application Service Provider）提供していた。unist参加団体のTCSやToyoWAVEもこのシステムを利用していた。
主な機能として、個人・学校・サークルなどのスケジュールを個人間で共有して使用できる「スケジュール機能」や、時間割管理から同科目登録者とのコミュニティを構築できる「時間割機能」、自身のメールアドレスを他人に教える必要なくメールのやり取りができる「私書箱メール」、属性に基づいた個人用のページを製作できる「マイページ機能」などが提供されていた。

しかし少なくとも2003年1月以降、スチューデント社のWEBサイトは閉鎖されており、上記のシステムも提供されていない。
2.4.3　その他
▼GETTI（株式会社ゲッティ）：http://www.getti.co.jp/

「ヤングマーケットにおけるバリューチェーンの構築」というコンセプトのもと、高校生・大学生を対象としたサイトを展開。

・受験生・高校生：http://www.collegechannel.co.jp/

・大学生（個人）：http://www.campusnavi.com/

・大学生（クラブ・サークル・ゼミ）：http://www.daigaku.ne.jp/e-club/

・大学生ランキングチャート：http://www.collegechart.co.jp/
▼CAMPUS PARK（株式会社KnowledgePark）：http://www.campuspark.net/

大学生の有志と共同で運営するコミュニティサイト。無料登録を行なったユーザーに、大学の休講情報や飲食店の割引券情報、就職活動の支援などのサービスを提供。

▼みなくるねっと（株式会社毎日コムネット）：http://www.minakuru.net/index.asp

「仲間活動をもっと活発にしたい」というコンセプトのもと、必要な機能や情報を提供｡サイト利用に応じてポイントが加算され、一定のポイントを集めると商品と交換できる「みなくるポイント」というシステムがある。

▼Circle Square（有限会社アウトフロント）：http://www.c-sqr.com/

「グループ運営用ホームページ」（掲示板・チャット・スケージル管理機能等）の提供。HTMLの知識がなくても、ホームページを作成出来る。月1回のアンケートに答えれば、ホームページ作成費用・維持費用は無料。

▼カレトモ（カレトモドットコム株式会社）：http://www.colletomo.com/index.htm

専門学校・大学の友達の輪を広げていくためのサイト。ISP（Internet Service Provider）サービス提供が特徴でカレトモの会員となっている学校の学生は、基本的に無料で利用できる。調査時点で会員数は約１３０００人。一方で、アクセスポイント閉鎖の動きも。

▼ナジックアイサポート（株式会社ナジック・アイ・サポート）：http://www.nasic-is.co.jp/
アルバイト情報や就職活動情報を提供。

▼きゃんぱすたいむ（有限会社きゃんぱすたいむ）：http://www.cantai.co.jp/index.html

アルバイト情報がメイン。
▼Campus site：http://www.campus-site.com/

就職活動中の学生を主なターゲットとし、彼らを支援するための情報を提供している。
▼リクナビ（株式会社リクルート）：http://www.recruitnavi.com/

株式会社リクルートが提供する“日本最大の学生登録数を誇る”就職情報サイト。

▼学祭どっとこむ（株式会社サンハウス）：http://www.gakusai.com/

2000校以上の学校のデータベースと連動した学園祭関連のコンテンツを提供。

▼imp@ct：http://www.im-pact.co.jp/

“学生による学生のためのサービス”をテーマに活動している学生生活支援サイト。

▼ダイガクジン：http://www.daigakujin.com/

“大学生のためのお役立ちe-magazine”サイト。

▼ガクシン（株式会社ガクシン）：http://www.gakushin.co.jp/

京都の大学生が作る大学生のための月刊フリーペーパー「ガクシン」のWEBサイト。

▼キャンパスガイドTV（e-news.inc）：http://www.campusguidetv.com/

大学を様々な角度から映像で紹介するインターネット番組提供サイト。

▼キャンパス放送局（NTTエデュケーショナルイニシアティブ株式会社）：

http://www.campusbb.net/

各学校の広報ビデオや校歌をオンデマンドで配信。
▼大学Ranking Net（abc情報センター）：http://www.daigaku-rank.com/

独自の基準により大学のランキングを行なう。大学を教授や地域から検索できるシステムも。データベースの利用は有料。

▼内外学生センター・学生WEB（財団法人内外学生センター）：http://www.naigai.or.jp/

文部科学省所管の財団法人内外学生センターのサイト。就職情報、部屋探し、アルバイト、学生寮等の情報を留学生も対象に提供している。

▼大学新聞（大学新聞社）：http://www.daigakushinbun.gr.jp/

より良い進路指導のあり方を模索し、具体性を持った情報提供を旨とした紙面作りをめざしているメディア。大学入試・大学教育など大学に関する情報を新聞媒体に載せ発信し、調査時点で約14000部を発行している。マクドナルド社長、藤田田氏のコラムなど、このメディアに向け多くの著名人が意見を記している。

※個人やグループによる運営

▼学生検索キャスフィー：http://www.casphy.com/

学生のための学生専門サーチエンジン。unist参加団体である立教スタイルの創設者が管理人としてサイトを作成。
▼トケイダイネット：http://www.tokeidai.net/

大学生・大学院生に特化した総合リンク集サイト。

2.4.5　閉鎖、休止したサイト
▼キャンパスナビ（閉鎖）

http://www.campus-navi.com/

▼ガクセイネット（閉鎖）
http://www.gakuseinet.com/

▼a-train（閉鎖）
http://www.a-train.co.jp/

▼サイバーカレッジ（閉鎖）

http://www.cybercollege.ne.jp/

▼学生つながり学祭CLUB（閉鎖）

http://www.gakusei.ksi.co.jp/
第三章
キャンパスコミュニティメディアの特徴
WEBサイト等を利用してキャンパスコミュニティの情報流通を自発的に担う学生を中心とした主体、キャンパスコミュニティメディアが新たに生まれていることが第二章で明らかになった。本研究ではこうした主体はなぜ存在し、増加しているのか、どのような役割を担い、担っていこうとしているのか等を明らかにするため、unist参加24団体の内、リニューアル中のため調査不可であった甲南Hotcomを除く23団体の運営するWEBサイトの調査を行ない、結果は巻末に資料として添付した。第三章ではこの現状調査の結果を元にして、サイトの特徴、運営主体の特徴、長所と課題、という3つの観点からキャンパスコミュニティメディアの特徴について記載し、考察していく。なおunistに参加していない主体の動向で、注目に値するものも随時付記しており、その際には『サイト名（大学名、WEBサイトのURL）』の様に下線を付記してサイトを紹介していくこととする。
3.1　サイトの特徴
3.1.1　コンセプト
表3-1：unist参加団体のコンセプト
	情報交換、コミュニケーションの場の提供・ネットワーク形成
	13サイト

	関西外大EXPRESS、関大ナビ、北九大ネット、kyoto-u.com、学園情報局、SeinanStyle.com、ツクナビ、TCS、同志社ナビ、立教スタイル、R-station、龍谷ナビ、早稲田リンクス

	大学の活性化・学生生活の支援
	12サイト

	AVL、CIBO、関西外大EXPRESS、kyoto-u.com、J-station、from NOA、SeinanStyle.com、ツクナビ、Akamon.net、ToyoWAVE、立教スタイル、龍谷ナビ

	キャンパスコミュニティに関連する情報の提供
	9サイト

	関大ナビ、北九大ネット、学園情報局、TCS、Akamon.net、同志社ナビ、CUBET（北海道の大学）、R-station、早稲田リンクス

	新しいことへの挑戦・運営メンバーのスキル向上
	6サイト

	北九大ネット、学園情報局、Akamon.net、ToyoWAVE、立教スタイル、立教モード

	ベンチャービジネスの一環、ベンチャー奨励
	2サイト

	AVL、CUBET

	スポーツ（応援し、盛り上げる、楽しむ）
	1サイト

	WasedaWillWin

	趣味
	1サイト

	東北大学リンク集


unist参加団体の運営するサイトのコンセプトを見ると“キャンパス間、世代間といった距離やオフラインでの人間関係を超越した情報交換、コミュニケーションの場の提供” （13サイト）、“大学の活性化や充実した学生生活を送るための支援”（12サイト）を半分以上のサイトが目的として掲げている。特に関大ナビ、ToyoWAVE、同志社ナビ、立教スタイルは複数のキャンパス間の交流を重視している。

▼関大ナビについて（http://kansai.pekori.to/about.html）より引用

関大ナビは、在学生の交流を深めることを第一の目的としています。大学ではサークルやゼミ以外の人との交流があまりにも少なく、さらに関大ではキャンパスが吹田と高槻に別れておりこの距離の差を埋めるには、インターネットを使う必要があります。この関大ナビを通して、様々な人との出会いを作っていきたいと考えています。

▼ToyoWAVEとは？（http://www.toyowave.net/html/info.html）より引用
東洋大学は校舎が朝霞、白山、川越、板倉と４つに別れており、普通に大学生活を送っていれば異校舎の学生同士の接点はほぼないといえます。ToyoWAVEは他校舎の学生との接点を提供したいと思っています。東洋大学は学生数２万４千人のマンモス総合大学です。様々な考え方を持った人たちと出会うことが総合大学における学生生活の醍醐味ではないでしょうか。
▼同志社ナビunist団体紹介（http://www.unist.jp/userinfo.php?uid=12）より引用

目的・理念: 学部、校地の間にある交流の壁を打破しコミュニティを形成する

▼立教スタイル趣旨（http://www.ri-style.com/imct.html）より引用

立教大学におけるキャンパス間の境界線、そして世代(受験生･在校生･卒業生)の壁の打破。

次に“キャンパスコミュニティのメンバーにとって有用な情報、必要な情報の提供”を9サイトが、“新しいことへ挑戦し、運営メンバーのスキルの向上を図る”ことを6サイトが掲げている。

AVLはベンチャー研究愛好会が情報提供サイトAGU.comを吸収して運営しているという経緯もあって、大学の活性化に加えて、学生の就職や進路の啓発、ベンチャービジネスの起業を奨励するということを目的としている。またCUBETはベンチャー企業、有限会社キューベットがビジネスの一環として運営を行なっている。

大学のスポーツを応援し、盛り上げること、楽しむことを目的したWasedaWillWin、個人が趣味として運営する東北大学リンク集は他のサイトとは趣を異にしている。

▼WasedaWillWin“About”

（http://www.wasedawillwin.com/about/index.html）より引用

WasedaWillWin Project（略称：WWW）は、2000年11月、早稲田のスポーツを応援したい・盛り上げたいと考えた早大生有志が設立したプロジェクトです。Webサイト「WasedaWillWin.com」を中心に、様々な媒体・企画を通じて早稲田スポーツの面白さを伝えています。 

・一部の人だけでなく、早大生やOB/OG、受験生、職員、その他大勢の人たちが、それぞれの立場でスポーツを楽しむことを提案していきます。

・スポーツの結果を見るだけではなく、その過程を大切にしていきます。

・体育各部の方々にはもちろんのこと、体育各部以外にも広く門戸を開き、情報を掲載していきたいと考えています。条件は「スポーツを楽しみたいという純粋なキモチ」だけです。

・人生を賭けてPLAYする人、楽しくPLAYする人、熱狂的にWATCHする人、初めてWATCHする人、真剣にTHINKする人……こんな様々なスポーツの関わり方に賛同します。それぞれがそれぞれのレベルで自由に、「早稲田の／早稲田での」スポーツを楽しみましょう。

ほとんどがキャンパスコミュニティに深く関与する学生や教職員を対象にしてコンセプトが立てられているが、卒業生や受験生（関大ナビ、SeinanStyle、立教スタイル、WasedaWillWin）、キャンパスの周辺地域（ツクナビ、TCS、CUBET）や社会全般（AVL、Akamon.net、立教モード、WasedaWillWin）をターゲットとしているサイトもあった。これらについては3.1.5以降で詳しく記述する。
3.1.2　反応、評判
各サイトのコンセプトによって提供するサービスやコンテンツが異なるため、サイトの反応や評判を客観的に把握することは難しいが、トップページにアクセス数が記載されているものについてまとめたのが下表である。
8000アクセス程度のものから100万アクセスを超えるものまであるが、運営期間や記録開始日の違い、主な対象である在学生の総数、カウントの仕方（1ユーザーの重複するアクセスをカウントするかしないか、等）の違いも考慮にいれなければならないだろう。しかし、少なくとも多くのサイトの開設以降の延べ来訪者数は各キャンパスの在学生数をはるかに上回っていることがわかる。
CUBETはベンチャー企業が運営ということもあり、地元メディアの北海道新聞やNHKニュースの北海道版、ラジオ番組などで活動が紹介されている。
表3-2：unist参加団体サイトのアクセス数や反応（大学名五十音順）
	メディア名
	開始時期
	運営期間
	反応
	確認時間

	AVL
	2002年4月
	約9ヶ月
	8414
	2003/1/6/21:39

	関西外大EXPRESS
	2001年12月4日
	約1年1ヶ月
	97071
	2003/1/5/08:26

	関大ナビ
	1999年12月9日
	約3年1ヶ月
	445691
	2003/1/5/08:23

	北九大ネット
	1999年7月8日
	約3年6ヶ月
	121228
	2003/1/5/08:16

	kyoto-u.com
	1999年11月30日
	約3年1ヶ月
	468134
	2003/1/5/08:07

	J-Station
	2002年4月
	約9ヶ月
	一日約1000アクセス

	学園情報局
	2000年4月
	約2年9ヶ月
	20424
	2003/1/5/12:52

	from NOA
	1996年2月25日
	約6年10ヶ月
	9097
	2003/1/5/13:33

	TCS
	2000年5月10日
	約2年8ヶ月
	29847
	2003/1/5/16:51

	ToyoWAVE
	2000年6月
	約2年7ヶ月
	278670
	2003/1/5/23:02

	同志社ナビ
	1998年12月
	約4年1ヶ月
	1666083
	2003/1/5/23:58

	CUBET
	2002年4月
	約9ヶ月
	メディア掲載事例有り

	立教スタイル
	2001年3月21日
	約1年9ヶ月
	650444
	2003/1/6/10:05

	立教モード
	　
	　
	8051
	2003/1/6/14:01

	R-station
	2002年4月1日
	約9ヶ月
	119171
	2003/1/6/14:30

	WasedaWillWin
	2000年11月24日
	約2年1ヶ月
	226396
	2003/1/6/20:01

	早稲田リンクス
	1996年9月
	約6年4ヶ月
	1016128
	2003/1/6/20:47


3.1.3　情報交換、コミュニケーションの場－掲示板の活用
調査を行なった23サイトのうち21サイトが何らかの掲示板を用意しており、キャンパス間、世代間といった距離や生活時間の違いを超越した情報交換やコミュニケーションの場に対するニーズ、シーズの高さがわかる。
また自サイト上に掲示板を設置していないJ-stationも大学関連のトピックを扱う匿名掲示板『新・慶應ちゃんねる（http://jbbs.shitaraba.com/study/1458/）』と相互リンクしている。このようなキャンパスに関連した外部の匿名掲示板にもリンクを張っている主体は他にもAVL、関西外大EXPRESS、関大ナビ、TCS、ToyoWAVEがあった。掲示板を設置していないAkamon.netはコンセプトに“大学、学生同士、社会の三つの観点から学生に新たなる可能性を提示すること”とあるように情報の提供に主軸を置いていることから掲示板を設置していないものと考えられる。
テーマごとに設置された掲示板の中でさらに枝分かれしたスレッドを立てていくことが可能なスレッド型の掲示板が多く、大学関連から生活や趣味に関するものまで、幅広いトピック（キャンパス別、学部・大学院別、授業情報、試験・レポート、ゼミ、サークル、イベント告知、卒業生、受験生、出身地別、国際（留学、留学生）、他大学交流、就職、インターン、アルバイト、ボランティア、資格取得、ITスキル、旅行、恋愛・出会い、映画・TV、個人売買、議論、相談、雑談、サイトへの意見・要望、等）がカバーされている。

しかし、これらの掲示板は全て匿名掲示板であるため問題も多い。その最たるものとして不適切な書き込みやそれらを連続して投稿するなどといった荒らし行為が挙げられるだろう。『バカヤマ.com（国際基督教大学、http://bakayama.com/index.html）』の“forum”は荒らし行為の対策として、投稿するためには無料の登録を行なう必要がある登録式を採用したが、書き込み数が減少してしまったことを管理者が記載している。各スレッドに対する反応は多くて3件で、2002年9月1日以降、4ヶ月以上新しい書き込みが行なわれていないことからもそのことが伺える。
こうした問題に対しては、規約や免責事項の策定とそれに基づく、ユーザーへのマナー周知や管理の実施が現実的な対策といえよう。学園情報局や同志社ナビ、龍谷ナビは掲示板専用の注意、規約を用意している。
▼学園情報局“ラウンジ利用上の注意”

（http://www.asbig.gr.jp/gakuen/comunication/rounge/rounge.htm）
▼同志社ナビ“掲示板利用上の注意”
（http://www.dnavi.com/lounge/caution.html）
▼龍谷ナビ“掲示板利用規約”

（http://www.rnavi.net/bbs/）

また、コーディネートも有効である。早稲田リンクスの“受験情報　早稲田の杜”の受験生向け掲示板では管理者や（匿名なので絶対にではないが）在学生が受験生からの質問や相談に応じ、活発な情報のやりとりが行なわれている。一方で“NEWS”コーナーに設置された掲示板では1年以上新たな書き込みがされていない。

掲示板で注目するべき動きとして、同志社ナビのコンテンツ“ドクターDの相談室”がある。これは同サイトの相談掲示板で、病気や身体に関する疑問や悩みについて活発なやり取りが成された（総発言数400件以上）スレッドのダイジェスト版である。上述した通り同志社ナビでは掲示板利用上の注意が用意されており、“ドクターDの相談室”コーナーに関しても診察・医療行為ではなく、内容を鵜呑みにしないよう促す注意や免責事項が記載されている。加えて質問への回答を行なうドクターD氏の挨拶（書き込みからの引用）とスタッフからの氏への感謝が記載されている。マネジメントとコーディネートがしっかりとなされ、掲示板が有効に機能した好例といえるであろう。
▼同志社ナビ“ドクターDの相談室”（http://www.dnavi.com/cb/advice/drd/）より引用
同志社ナビの大人気スレッドが特集になって帰ってきました！！

総発言数400件以上にのぼる、ドクターＤさんと皆さんとのやり取りをここにダイジェスト版でご紹介します。全ての発言をご覧になりたい方や更に質問をしたい方は、相談掲示板をチェックしてみてください。医療に精通した方がお答えくださるかもしれません。

▼同志社ナビ“ドクターDの相談室”免責事項
（http://www.dnavi.com/cb/advice/drd/rule.html）より引用
●このページは…●

　このページは、同志社ナビの相談掲示板で、非常に息の長いやり取りが続いたスレッドをまとめ直したものです。６種類のカテゴリに分けていますが、これは便宜的に分けたもので、ページ製作者の主観によるものです。また、内容は一部改変・編集しています。

以上の点に関し、 書き込みをされた方の意図に沿うよう、十分注意を払ったつもりではありますが、不都合等ございましたらご連絡ください。

●免責事項●

　ここに掲載している内容および、掲示板における内容は、鵜呑みにしないようにしてください。みなさんの相談に乗ってくださったドクターＤさんも掲示板においておっしゃられているように、 みなさんの一友人として、疑問にお答えしているだけで、診察あるいは治療行為を行うものではありませんし、ここでの内容を信じたことによって発生する損害に対して同志社ナビは責任は負えません。 以上の点、ご理解ください。

●掲示板への書き込みについて●

　真剣に書き込み及び質問される方が大半ですが、中にはふざけた質問も散見されます。真剣に悩みを相談されている方のお気持ちや質問に答えてくださるドクターＤさんのご苦労を推察し、気持ちの良いコミュニティ作りにご協力ください。

　また、今回、掲示板のスレッドを独立させて取り上げたことにより、ドクターＤさんへの質問が増えることが予想されますが、全ての質問に対して永久に答えていただけるわけではありません。 ご了承ください。 

●ドクターＤさんから（掲示板より抜粋）●

　＜スレッドを新しく立ち上げた際に＞

　 今回、数日ぶりにこのファイルに来させていただきました。新しいファイルが出来ていて私自身うれしく感じ、同志社ナビの管理者の方々には心より感謝しております。また、同志社大学の皆様からも様々なアドバイスをいただき励みになり感謝しております。私はこのファイルでは決して医師としての診断をしているつもりや知識をひけらかすわけではありません。 ネット上での友人の一アドバイスとして書かせていただいているだけです。皆様も私の意見を決してうのみにすることはなくアドバイスとして見ていただければ幸いです。また、私以外の アドバイスや間違っていることがあれば遠慮なく書き込みをして下さい。 私は皆様からの質問・相談には、極力書き込みをしていこうと思います。でも、毎日ここに来ることはできませんので書き込みが遅れることがあると思いますが何とぞお許し下さい。 

●謝辞●

　ドクターＤさん、

いつも本当にありがとうございます。掲示板において、「特集としてとりあげてくれ！」というご要望が多かったため、今回、このような形で取り上げさせていただきました。間違いや不都合等ございましたら、遠慮なくおっしゃってくださいね。

今後も、お体にお気をつけてお仕事頑張ってください！応援しています！！

スタッフ一同
『中大ネット（中央大学、http://chuo.pos.to/index.htm）』の“お笑い板作品集”も同サイトのお笑い板（掲示板）からスタッフが優秀作品をピックアップしていくもので、掲示板のやり取りをもとに作成されたコンテンツである。

▼中大ネット“お笑い板作品集”
（http://hb5.seikyou.ne.jp/home/yone-/owarairankinngu1.htm）

このように掲示板はニーズ、シーズが共に高く、マネジメントやコーディネートをしっかりと行なえば、情報交換やコミュニケーションの場として有効に機能するための重要なコンテンツであるといえるであろう。
3.1.4　情報提供
各サイトがそれぞれのコンセプトに基づき、実に様々なキャンパスコミュニティ関連情報を提供している。これらを整理するために“ニュース、イベントレポートの様な動的情報”、“授業情報、ゼミやサークルの概要、紹介といった静的な情報”、“特集企画（テーマ別、インタビューなど）”、“発表、表現のスペース提供”という4種類に分けて記述していく。
“ニュース、イベントレポートの様な動的情報”はCIBO、J-station、龍谷ナビ、WasedaWillWin、早稲田リンクスで提供されている。特にJ-stationの“Hotnews&Column”や早稲田リンクスの“Digital Update@Waseda”では大学に関連する幅広いトピックについて、WasedaWillWinの“レポート＆最新情報”ではスポーツ関連のトピックについて、頻繁に情報が署名入りで更新されている。
▼J-station“Hotnews&Column”（http://www.jukusei.org/、トップページ内）

“過去のニュース＆コラム”（http://219.180.64.209/~jukusou/old_news.php）

▼早稲田リンクス“Digital Update@Waseda”（http://waseda-links.com/update/）
▼WasedaWillWin“レポート＆最新情報”

（http://www.wasedawillwin.com/、トップページ内）

“レポート＆トピックス”（http://www.wasedawillwin.com/report/index.html）

“授業情報、ゼミやサークルの概要、紹介といった静的な情報”はデータベースや登録型のリンク集と組み合わせた形態で提供されている。中でも東北大学リンク集の“鬼仏表”や、同志社ナビの“講義情報データベース”、西南スタイルの“Online講義要綱”、“Online就職のしおり”などはユーザーからの情報提供を受け付けていくことでコンテンツの拡充、更新を図っている。
▼東北大学リンク集“鬼仏表”

（http://www.yk.rim.or.jp/~touhoku/new_kibutu/new_kibutu.htm）
▼同志社ナビ“講義情報データベース”
http://www.dnavi.com/entry/
▼西南スタイル“Online講義要綱”（http://www.seinanstyle.com/study/）

▼西南スタイル“Online就職のしおり”（http://www.seinanstyle.com/job/online/）

大学に関連するものから衣食住、趣味や娯楽に関するものまで、各サイトで様々な“特集企画（テーマ別、インタビューなど）”が組まれている。大きな傾向として、在校生や教職員、卒業生へのインタビュー、飲食店などのキャンパス周辺の施設情報、就職関連情報といった、主な対象であるキャンパスコミュニティのメンバーの関心がある程度一様な情報が多く扱われていることが挙げられる。ASBIGの“検証！！大学生協は本当に安いのか！？”は大学生協とキャンパス周辺のスーパーマーケットにおける10種類の菓子の販売価格を比較するという企画であるが、多くの学生が興味を示す企画の一例といえよう。
▼ASBIG“検証！！大学生協は本当に安いのか！？”

（http://www.asbig.gr.jp/gakuen/kihon/food/seikyoo/seikyoo.htm）

一方で多様な好みがあり、またマスメディアがその情報をカバーしているファッションや書籍、映画、TV、旅行といった趣味や娯楽に関する情報はあまり扱われておらず、棲み分けがなされているといえる。しかし、こうしたジャンルの情報も“あの人”や“あのコ”がどのような服を着ているのか、であるとかキャンパス周辺の映画館の情報、学生の旅行記といった様に切り口を変えるとコミュニティのメンバーの関心をひきつける情報に変わる可能性を十分に持っている。立教モードの“St.snap”はキャンパス内にいる学生の写真と、そのファッションのポイント、ブランド名や値段、よく読む雑誌などのインタビューが掲載されている。他にもCUBETや立教スタイルで同様の企画が見受けられる。
▼立教モード“St.snap”（http://www.rikkyo-mode.com/html/snap/stsnap.htm）
Akamon.netの“東大チャンネル”は学生によるコラムや小説、サークルによる活動紹介が連載されている。CUBETの“英里@カナダ”はカナダに留学中の学生の働きかけにより、彼のコラムがサイトに連載されるようになったという経緯を持っている。また、多くのサイトで行なわれているイベント等の告知も運営メンバー以外の学生や団体への“発表、表現のスペース提供”と言うことができるだろう。
▼Akamon.net“東大チャンネル”（http://www.akamon.net/channel/）
▼CUBET“英里@カナダ”（http://www.cubet.net/column/canada/canada_01.html）
“作者 英里（エイリ）さんの自己紹介”

（http://www.cubet.net/column/canada/canada_00.html）より引用
皆さんこんにちは。今回からキューベットのサイトでコラムを書かせていただくことになった英里と言います。僕も皆さんと同じ大学生なのですが、ちょっと皆さんから遠く離れてカナダ、バンクーバーの大学に通っています。高校を卒業後、こちらに留学し、今は文学専攻の４年生です。作家をめざしていて、何処か文章を書かせてもらえる場所がないかと探していたところ、キューベットの方々に拾っていただいた訳です。

3.1.5　受験生を対象にしたコンテンツ－高いニーズが存在
大学キャンパスの動向について高い関心を持つ卒業生や受験生を対象にするサイト（関大ナビ、SeinanStyle、立教スタイル、Wasedawillwinなど）はそれぞれに向けてどのようなコンテンツを提供し、関係を築いているか、3.1.5では受験生について、3.1.6では卒業生についてそれぞれ述べていく。
▼関大ナビについて（http://kansai.pekori.to/about.html）より引用

次に受験生に対して関大とはどういう大学なのか、学校側の発信する情報とは違った角度からの発信を考えています。また受験生からの質問に対しても積極的に回答していくつもりですし、この関大ナビを見ている方にも回答して頂ければと思います。大学選びは人生にとって重要なことです。関大ナビがその手助けをできればと考えています。

さらにＯＢの方との交流拠点にもなればよいと思います、ＯＢの方が所属していたサークルが見つかるかもしれません。また掲示板にて社会人であるＯＢとの意見交流は在学生にとっても有益になることでしょう。

▼SeinanStyleとは（http://www.seinanstyle.com/）より引用

Seinanstyle.comは西南学院大学の学生とOBによって設立された西南学院大学の非公式サイトです。学生どうし、学生とOB、学生と受験生の間で、公式には提供されない情報を交換し、有意義な大学生活を支援することを目的にしています。

▼立教スタイル趣旨（http://www.ri-style.com/imct.html）より引用

立教大学におけるキャンパス間の境界線、そして世代(受験生･在校生･卒業生)の壁の打破。大学当局という立場では実現できないような自由な発想のポータル的なコンテンツの展開。手作り感覚に闘志を燃やす、ツールという媒介の存在意義を超えた温かいウェブカルチャーの創立。 学術的交差点としても貢献につながるような多角的な場の構築。

▼WasedaWillWinトップ（http://www.wasedawillwin.com/about/index.html）より引用

一部の人だけでなく、早大生やOB/OG、受験生、職員、その他大勢の人たちが、それぞれの立場でスポーツを楽しむことを提案していきます。

日常生活を送る中での時間的制約や、遠方に在住するなど空間的制約によって、志望校や在校生となかなか接触しえない受験生にとって、志望校の様子や雰囲気を詳しく知ることや、在校生とのコミュニケーションを図ることができる受験生向けコンテンツの人気、ニーズは高い。これを受けてAVL、J-station、ツクナビ、立教スタイル、早稲田リンクスなどでは受験生向けのコンテンツを用意している。また関西外大EXPRESS、kyoto-u.com、学園情報局、同志社ナビは受験生用掲示板を設置し、受験生との交流を図っている。AVLと早稲田リンクスではパソコンを十分に利用できない受験生への配慮として携帯電話用サイトでもコンテンツを提供している。
いずれのサイトも大学紹介、合格体験記、勉強法や学習計画について、相談・情報交換用の掲示板がコンテンツの大きな柱となっている。受験生の関心はどの大学を志望していても一様であるのでこの様な類似した構成になるのであろう。これらに加えて立教スタイルでは受験生コーナーのスタッフが大学のオープンキャンパスにスタッフとして多数参加する他、大学の公式のものとは別にキャンパスツアーを行なうなど積極的な活動を行なっている。また、早稲田リンクスの携帯電話用サイトでは校歌の着信メロディや校章を利用した待ち受け画面などの提供も行なっている。
▼立教スタイル“受験研究会”（http://www.ri-style.com/z-top.html）

▼早稲田リンクス“早稲田の杜”（http://waseda-links.com/mori/）
3.1.6　卒業生との関係－共同運用やインタビューなどでの協力関係
卒業後、日本や世界各地で活動する卒業生が母校の様子を知り、卒業生同士や在校生と交流できる、在校生が卒業生の活躍を知ることができる、というのはインターネットの活用によって可能になった大きな変化の一つであろう。
unist参加団体のサイトでも関西外大EXPRESSの“OB・OGのサイトへのリンク”、関大ナビ“KU有名人GP（CGIを利用した人気投票企画）”、Akamon.net“OB・OG訪問”、同志社ナビ“卒業生用掲示板”など卒業生向けや卒業生にスポットを当てたコンテンツが見受けられる。『にちこむ（日本大学、http://members11.cool.ne.jp/~r_plus/niti_com/）』の“日大系有名人”は調査時点（2003年1月6日）で226人が登録されているデータベースとなっている。また卒業生は大学キャンパスについての知識や情報、愛着を持っているため、在校生向けのコンテンツにも学生時代を懐かしむ、母校の現在を知るといった観点から関心を有していることが考えられる。WasedaWillWinのスポーツに関する情報はその好例といえよう。
▼にちこむ“日大系有名人”（http://members11.cool.ne.jp/~r_plus/cgi-bin/niti/dbF/db.cgi）
学生と卒業生によって運用されている西南スタイルや『大阪外大ドットコム（大阪外国語大学、http://www.osaka-gaidai.com/）』、同窓会組織が母体となって会員制サービスを提供する『kobe-u.com（神戸大学、http://www.kobe-u.com/）』、卒業生個人が運営する『東京農業大学非公式サイト（東京農業大学、http://www.zx.to/~nodai/）』や『ガクゲイマニア！（東京学芸大学、http://gakugeimania.tripod.co.jp/、※2002年10月1日“終幕”）』の様に卒業生や同窓会組織がキャンパスメディアの運営に関与しているケースも見受けられた。
3.1.7　地域との関係－生活に密着したコンテンツ
3.1.1でコンセプトにおいて地域との関係を意識しているサイトとしてツクナビ、TCS等を挙げた。これらのサイトはどのようにこのコンセプトを実現しているのか、実態を調査した。
▼ツクナビ創設にあたって（http://www.tsukunavi.com/home/start.html）より引用

ツクナビは、学生と社会、地域への掛け橋として、創りました。 

つくばで生活するようになって、危機感と問題意識を持つようになったからです。普段の生活の中で、学生以外の人との出会いは、ほとんどありません。自分とは異なった価値観、景観人との出会いが少なく、まわりには、同じ世代、同じような環境で育ってきた友人達。社会との関わりをあまり持てず、社会の流れを感じにくい。東京で多くの人と出会い、多くの体験をしやすい環境にいる学生との4年間で体感することの差が、就職活動で結果が出せていない現実や、社会に出て活躍できる人材をあまり輩出できないでいる現実に結びついているのではないか。つくばも、研究学園都市として、期待されているものの、答えられていない現実。これらの打開策として、私達は、情報を共有していくため、ポータルサイトツクナビを創りました。 

セミナー、シンポジウム、（ベンチャーや、インカレ、ボランティア活動、インターン、など）や大学公式行事、サークル活動、多くのイベントなどを知らせていきます。その中から、興味のあるものを見つけてもらい、参加して、充実した学生生活を送ってもらうこと。普段の生活の中では、なかなか見つけることができない、遠くて狭い新しい世界への扉を身近な大きな扉へと変えていくこと。志を同じくする仲間と自分の成長できる活躍の場を見つけ、それぞれの目標に向かって行ける環境を提供することを、目標として運営していきたいと考えております。

▼TCS、理念（http://tcs21.tripod.co.jp/aisatsu.htm）より引用

「インターネットを通じて大学情報・地域情報がより簡単に得られ、地域との密着を大切にし、より有益な様々な情報が得られる相互コミュニィティの場の提供」

“学生と社会、地域への架け橋”を謳い、特に問題意識の強いツクナビでは“Shop Info.”、“Life Info.”というコーナーを設けている。
“Shop Info.”ではGourmet（レストラン、各国料理、焼肉、中華・ラーメン、定食、うどん・そばお好み焼き・たこ焼き、居酒屋・バー、カフェ・デザート、弁当、寿司）とShop（生活用品、ファッション・雑貨・インテリア、CD・ビデオ・本、スポーツ用品、コンビニ、食材、美容室・理容室、不動産、旅行代理店、遊び、車）の各ジャンルの店舗について、店名、住所、電話番号、地図、写真、営業日・時間、店舗からのコメント、主なメニュー・商品、喫煙の可不可、駐車場の有無といった詳細な情報が掲載されている。また、“Shop Info. Special”として店舗への取材企画も行なわれ、調査時は美容室特集として3軒の美容室が取り上げられていた。
“Life Info.”は「つくばの学生や地域の人々の生活をサポートするためのページ」で新入生向けの“つくば生活コトハジメ”や“時刻表”、“How to”、“生活電話帳”などがある。特に“How to”では行政手続やインターネットの接続手段などについて、つくば市に特化した形で情報が提供されている。
また“輝く人”というインタビューコーナーで喫茶店のオーナーや地域で行なわれる演奏会の実行委員長を取り上げるなど、コンセプト通り、地域との関わりを意識したコンテンツを提供している。

▼ツクナビ、“Shop Info.”（http://www.tsukunavi.com/shop/）
▼ツクナビ、“つくば生活コトハジメ”（http://www.tsukunavi.com/life/ssk/）

▼ツクナビ、“輝く人”（http://www.tsukunavi.com/study/kagayaku/）

TCSはキャンパスのある八王子市や多摩地域関連のリンクを充実させ、トップページにその月の多摩地域で行なわれるイベント情報を掲載している。
▼TCS、トップページ（http://tcs21.tripod.co.jp/）参照
・八王子市を中心とした多摩地域関連のホームページ
八王子市役所、八王子市図書館、八王子市電子郵便局

・八王子の主なイベント

八王子まつり（夏）、八王子花火大会（秋）、八王子いちょう祭り（秋）
・～月の主なイベント
・八王子の天気情報（地域をカスタマイズしたYahoo!天気情報へのリンク）

・八王子地域情報（リンク）

Yahoo! Get Local、TSUTAYA帝京大学前店、東京新聞ショッパー社八王子版、

高尾山公式ページ

ツクナビの“Shop Info.”の様にキャンパス周辺の店舗情報や地図情報を掲載しているサイトは多く、他にもAVLの“渋谷MAP”、“相模原MAP”やkyoto-u.comの“京大周辺地図”、立教スタイル“プロジェクト池袋”などがある。R-stationの“南草津タウンマップ”は2002年12月開始という新しいコーナーながら「自分達が卒業した時に、何かお世話になった南草津に残せはしないかと思い、考えたのが『南草津地域密着型のお店情報サイト』だった」というコンセプトからスタートしたもので、地域への貢献を意識したものとして興味深い。
キャンパスコミュニティメディアが主な対象とする学生にとって地域は生活の場であり、店舗やイベント、地域で活躍する人などに関する情報のニーズは高い。こうした情報は地域で生活する人々の関心とも重複する部分が多く、ひいては地域への貢献、活性化にもつながる有望なコンテンツであるといえよう。
3.1.8　情報形態、システム
WEBサイトで提供される情報の大半は文字と画像によるものであった。その中で早稲田リンクスがFM wasedaと協力して製作する“WEBラジオ”、『神大NAVI（神奈川大学、http://www.jindai-navi.com/freedom/index.html）』の“スタジオフリーダム”が音声の活用を、北九大ネットの“KITKYU TV”が動画の活用を試みる先進的な試みといえる。
▼早稲田リンクス“WEBラジオ”（http://waseda-links.com/real/fm.ram）
▼神大NAVI“スタジオフリーダム”

（http://www.jindai-navi.com/shenlong/studio/main.html）

▼北九大ネット“KITKYU TV”（http://www.kitakyudai.net/kikaku/tv/index.htm）

AVL、ツクナビ、ToyoWAVE、立教スタイル、早稲田リンクスには携帯電話用サイトも用意され、キャンパスの最寄り駅の時刻表や施設情報、掲示板、リンク集などが提供されている。AVLと早稲田リンクスでは受験生向けコンテンツを携帯電話用サイトでも提供している。

掲示板やアクセスカウンタ、投票企画にはCGI（Common Gateway Interface）を利用したものが多かった。またJ-stationはPHP（Hypertext Preprocessor）を、『Shoin.net（大阪樟蔭女子大学、http://www.osaka-shoin.net/）』はMacromedia社のFlashを利用してサイト全体が構築されていた。西南スタイルは“Online講義要綱”と“Online就職のしおり”においてユーザー登録とポイント制度を組み合わせたシステムを利用している。これは登録時の10ポイントから情報の提供に応じてポイントが得られ、獲得しているポイントの範囲内で情報が閲覧できるというものである。
▼西南スタイル“Online講義要綱”（http://www.seinanstyle.com/study/）

▼西南スタイル“Online就職のしおり”（http://www.seinanstyle.com/job/online/）

3.2　運営主体の特徴
3.2.1　母体
表3-3にunist参加団体の概要（運営母体、運営期間、形態、活動人数）をまとめた。

個人が運営している関西外大EXPRESS、東北大学リンク集、ベンチャー企業が運営するCUBET、大学新聞発行主体が運営するfrom NOA以外は運営自体を目的とした団体（大学公認団体、サークル）が母体となっていた。
表3-3：unist参加団体の概要（大学名五十音順）
	メディア名
	運営組織名
	開始時期
	運営期間
	形態
	人数

	AVL
	AVL
	2002年4月
	約9ヶ月
	団体
	15人

	CIBO
	CROCUS（クロッカス）
	2002年7月1日
	約6ヶ月
	団体
	2人

	関西外大EXPRESS
	関西外大EXPRESS
	2001年12月4日
	約1年1ヶ月
	個人運営
	1人

	関大ナビ
	関大ナビ
	1999年12月9日
	約3年1ヶ月
	団体
	2人

	北九大ネット
	KOBO（こくら情報工房）
	1999年7月8日
	約3年6ヶ月
	団体
	約20人

	kyoto-u.com
	kyoto-u.com
	1999年11月30日
	約3年1ヶ月
	団体
	約10人

	J-Station
	塾生総合研究所
	2002年4月
	約9ヶ月
	団体
	約40人

	甲南Hot com
	甲南Hot com
	　
	　
	　
	　

	学園情報局
	情報サークルASBIG
	2000年4月
	約2年9ヶ月
	団体
	9人

	from NOA
	信州大学第二新聞ＮＯＡ
	1996年2月25日
	約6年10ヶ月
	大学新聞
	約10人

	SeinanStyle.com
	西南スタイル
	2000年
	　
	学生・OB
	　

	ツクナビ
	C4（シーフォー）
	2001年5月
	約1年8ヶ月
	団体
	約40人

	TCS
	Teikyo Community Site(Student)
	2000年5月10日
	約2年8ヶ月
	団体
	6人

	Akamon.net
	Akamon.net
	2002年4月1日
	約9ヶ月
	団体
	約15人

	東北大学リンク集
	吉村正成氏
	　
	　
	個人運営
	1人

	ToyoWAVE
	ToyoWAVE
	2000年6月
	約2年7ヶ月
	団体
	2人

	同志社ナビ
	同志社ナビ
	1998年12月
	約4年1ヶ月
	団体
	12人

	CUBET
	有限会社キューベット
	2002年4月
	約9ヶ月
	企業運営
	20人

	立教スタイル
	立教スタイル
	2001年3月21日
	約1年9ヶ月
	団体
	約40人

	立教モード
	MRG
	　
	　
	団体
	21人

	R-station
	R-station
	2002年4月1日
	約9ヶ月
	団体
	12人

	龍谷ナビ
	龍谷ナビ
	2000年4月
	約2年9ヶ月
	団体
	5人

	Wasedawillwin
	Wasedawillwin
	2000年11月24日
	約2年1ヶ月
	団体
	13人

	早稲田リンクス
	早稲田リンクス
	1996年9月
	約6年4ヶ月
	団体
	約30人


活動人数は1人（個人運営）～40人と幅が広いが、10人以上の主体が14とある程度の規模の団体で運営しているサイトが多いことがわかる。しかし5人以下の主体も6あり、少人数でも運営が可能であることが伺える。
また立教スタイルは現在約40人を要する団体で運営がされているが、2001年3月21日の開始当初は個人運営のサイトであったという。その後2001年10月22日に組織化され、現在に至っている。このように個人や少人数で立ち上げた活動が多くの賛同者を得て、活動を拡充していくケースは他にもTCSなどに見られる。
▼立教スタイル“創立者より（スタッフ募集概要内）”

（http://www.ri-style.com/new-power-style-2002.html）より引用

立教スタイルは2001年3月21日に１人で立ち上げました。

自分自身の挑戦として１人で企画・取材・サイト運営・デザイン・会計・営業・

渉外・広報と、今思えば驚異的なペースで活動していたと思います。

立教大学１年生の時に大学生活での自分のやりたいことが見つからず、

不発弾だった虚無感の反動だったのかもしれません。

2001年10月22日に企画組織として立教スタイルを機能させたのは

立教という領域で同じように「企画の場」を潜在的に求めている同志の発掘

という趣旨でした。現在、面白い奴等と一緒に熱く活動できることは

組織として始動してよかったと切に思うことができます。

立教スタイルが今やってることは一過性のものではないと確信しています。

絶対次につながる。何か行動すると不意に新しい何かにリンクする、

そんな現象をよく目にする事が多いのも、行動があってこそでしょう。

面白い企画でも行動が伴わないと結局空理空論で終わってしまう。

創立者の理念は「行動こそ美学」です。そして立教スタイルは現状維持ではなく

次のフィールド進出のプロセスを楽しみながら、仲間と企画の楽しさ大変さを

共有して新しい動きを演出しつづけています。

組織運営は非常に艱難の連続でした。ゼロからの組織展開ゆえ、

かなり失敗を繰り返した。今ですら組織改革をいっぱいやっているわけですが、

これは常に新鮮で動きやすい組織構造を皆で創り上げるという形態の表れです。

だからこそ学年の差を感じさせないつながりがあって、そして熱いスタッフは

リーダーとして企画を推進できる土壌が企画集団：立教スタイルにはあります。

「なにかやりたい」って気持ちは大切だけど、それだけじゃ結局それだけの人で

終わりなんです。例えばその環境がなければ自分で演出すればいい。

リスタにとってWEBは表現の場の１つであって、活躍の場は様々です。

目的意識を持った学生の方、一緒に活動しませんか？

3.2.2　組織構成、部門
個人や少人数で運営している主体では1人が様々な業務を担っているが、数人以上の団体ではいくつかの部門を編成しているところが多い。コンテンツ（企画、取材、執筆）、サイト作成（製作・デザイン）、運営（広報、渉外などを含む）といった作業ごとの分担を行なうところが多いが、WEBサイト以外に出版やイベントを手掛ける塾生総合研究所は媒体ごとに局を編成している。
▼CIBO“スタッフ募集”（http://white.sakura.ne.jp/~design/cibo/staff/）より引用

■企画 CIBOにこんな内容を載せたい！　考えたい！　という方。 

■取材 いろんな話を聞きに行きたい！　知りたい！　という方。 

■制作 Webや画像を、CGIを作りたい！　という方。 

■デザイン デザインをしたい！という方。

▼J-station、“塾生総合研究所について”

（http://219.180.64.209/~jukusou/aboutus/aboutus.html）より引用

１…出版局

局目標：印刷媒体を通じて、塾生の様々な活動をレポートする。

また、独自に有益な情報を収集・公開する。

▲授業情報冊子「RESHRUIT」発刊活動

▲学内情報ミニコミ冊子「Lish」を年4回（6月.9月.11月.1月）発行

（6月発行分については来年度より）

2…Web局

局目標：インターネット媒体を通じて、塾生の様々な活動をレポートする。

また、塾生向けサービスを提供する。

▲慶應義塾生向けの情報・ポータルサイト「J-station」の設立（2002年9月始動）

一日約１０００アクセス

３…企画局

局目標：塾生の様々な活動成果を活かした企画、塾生がより良い塾生生活を送れる

ための啓蒙的な企画を主催し、塾生生活をよりよいものにする。
▼TCS“運営メンバー募集”（http://tcs21.tripod.co.jp/menber_boshiyu.htm）より引用

ＷＥＢ担当………ホームページ作成ＨＴＭＬや更新作業などに相当な知識・興味

あるいはこれからやってみたいと思う方。

広報担当…………主としてこのコミュニィティサイトの存在自体の広報活動。

新規企画など
▼Akamon.net“スタッフ募集”（http://www.akamon.net/help/welcome.phtml）より引用
＜歓迎する要素＞メディア・ネット・ウェブデザイン・DTPに興味がある人

たくさんの人と会ったり話したりするのが好きな人、文章を書くのが好きな人

＜参加の条件＞週に１回のミーティングに参加できること、東大生であること。

インターネットについての知識不問、他のサークルとのかけもちも可。

作業分担

編集：インタビューなどの取材活動や、各種文章作成 

企画：東大生にとって「使える」コンテンツを随時企画 

渉外：コンテンツを供給するサークル・企業との窓口役 

デザイン：各コンテンツのウェブデザイン、ビラなどの紙媒体のデザインも 

システム：サイトのプログラミング、現在はPHPがメイン
▼同志社ナビ“スタッフ採用”（http://www.dnavi.com/staff/saiyou.html）より引用
コンテンツ開発チーム：
コンテンツを企画・立案・形にする一連のマネジメント。取材や渉外各種手続。

デザイン：
各種デザインを担当。クリエイティブな発想と使いやすいインターフェースを考案。

技術：新しいプログラムの開発、サイト運営上の技術的課題解決。

▼立教スタイル“メンバー募集概要”

（http://www.ri-style.com/new-power-style-2002.html）より引用

主軸活動１）　企画

リスタ企画の提案・選出。企画の実行。携帯版企画の提案・選出、企画の実行。


立教キャンパス内独自マップ作成(センプラ・学食特集企画なども含める)。


立教周辺マップ『プロジェクト池袋』(池袋特集、新座特集、ラーメン特集）。


立教ストリート写真館(近日公開)の撮影・編集。立教大学写真館の構築。


(写真館は地方の受験生･立教大学卒業生のためにも非常に意義深いです。)


受験生支援コンテンツの企画提案・実行・情報収集。コラムスクウェアのコラム執筆。立教{新座}スタイル(新座キャンパスに特化したコンテンツの創出)。


診断チェック等や遊戯的なサイトのデータベース化など遊戯を追求。企画持込可です。

あらゆる企画も言ってみなければ始まらないので。『 驚異的な好奇心を背景に爆走 』

主軸活動２）　渉外


基本的な業務は情報収集。その情報を元に立教イベント情報集と連動。


企画を実行する際の渉外活動。もしくは企画の準備段階での渉外活動。


立教大学の各種団体との会合･交渉･連絡。他大学間の連携。


広報活動も任務。企業訪問。クラブを貸しきったイベント等。


そして、立教スタイルプロジェクトに留まらず、立教内のあらゆる別団体の


イベントの臨時スタッフとして協力する場合もあります。

立教学生団体DBプロジェクトも深く関わってきます。

『 サークル間の境界線を越えて、立教というカテゴリーを超えて 』

主軸活動３）　取材

取材企画自体の総合推進。取材のアポイントメント管理や当日の段取り等。

インタビュアーとして参加。事前･事後に調査・質問内容をレジュメ化等も任務。

教授インタビュー。活躍する在学生取材。偉大な立教大学卒業生の取材。

学内イベントの取材。もちろん学内の壁を越えた自由な取材活動ｏｋ！

文書管理(取材の録音内容テキスト化・企画会議のテキスト化・編集)も。

実績は立教生スポットライト／リスタエトセトラを見てください。

『さりげなく活躍している熱い人にスポットライトを！ 』

▼R-station“スタッフ募集”（http://www.ritsnavi.net/staff/staff.html）より引用

・オフライン：パソコンを使わずに、足や頭をつかった作業の担当。

　各種イベント企画、営業活動、レポート等。

・デザイン：主にＷＥＢのデザインに関する作業の担当。

　オフラインからの記事をＷＥＢ化、更新、少しのプログラミングなど。

・ＷＥＢシステム：ＷＥＢ上のシステムに関する作業の担当。

　掲示板、チャット、アンケートフォーム、検索などプログラミングがメイン。

・広報：学内での宣伝活動、フライヤー作成・配布、看板作成等。

3.2.3　メンバーに求められる条件
ほとんど全ての主体がメンバーを随時募集していた。またそれらは一様に意欲を重視し、電子メールのやりとりができるといった最低限の要件を満たしていればコンピュータスキルなどは不問というスタンスを取っていた。新規メンバーを獲得するためには当然といえば当然のスタンスではあるが、運営をするに当たって意欲を持つ人材がいかに重要かを伺うことができる。
▼北九大ネット“STAFF募集”
（http://www.kitakyudai.net/staff02/wantyou.htm）より引用

コンピュータ技術の有無

コンピュータの技術なんていりません。

触ったことない人でも全然OKです。

なにかを伝えたい！少しでも興味がある！

その「やる気」だけで充分です。

技術はその「やる気」がつくるものです。

▼同志社ナビ“スタッフ採用（http://www.dnavi.com/staff/saiyou.html）”より引用
同志社ナビでは新しいスタッフを募集しています。同志社大学に足跡を残したい人、同志社でちょっと目立ってみたい人、技術はあるけどいままで活かす場面がなかった人、いろんな人に会って取材をしてみたい人、普段思っていることを文章にして皆に読んでもらいたい人。。。。いろんな方を私達はお待ちしています。

同志社ナビは大学生活でのちょっとした疑問や楽しいことを形にし、同志社人に情報提供サービスを行っていくサークルです。「最近大学が面白くないよね」って思ったら「じゃあこうしてみれば面白くなるんじゃない？」って一緒に考えませんか？同志社ナビスタッフは下の3つの部門に分かれて活動しています。まずはじっくり読んで、そして深く考えずに気軽にドアをノックしてください。きっとあなたの求める世界が広がっています。

「わたしには技術がないから」と気兼ねすることはありません。全くの初心者の状態から入ったスタッフもいます。また、ほとんどのスタッフには高度なコンピュータスキルは必要ありません。もっと大事なのは熱い意欲です。あなたの応募をお待ちしております。

メールにてご応募ください。メールでのやりとりがしっかりとできることをまず第一課題にさせて頂きます。

▼龍谷ナビ“スタッフ募集”（http://www.rnavi.net/about/staff.html）より引用
龍谷ナビでは随時スタッフを募集しています。 

大学生活を充実させたい人、色々な人に出会いたい人、パソコンスキルをアップしたい人、取材活動をしてみたい人、技術を生かす場に恵まれなかった人などなど・・・。 

「何かやってみたい！」という人を大募集しています！ ホームページ作成と言うと難しそうに感じるかもしれませんが、 パソコンがほとんど使えない方でも全く問題はありません。 また、ホームページは作りたくないけど、情報を公開したい、取材活動をしてみたいなどという人も募集しています。 

龍谷ナビでは交流を深める事を第一と考えている団体です。 よって、スタッフ同士の交流も大切にしていきたいと考えています。 

飲み会や合宿などサークル的なイベントも企画しています！ 

龍谷ナビのスタッフとしての条件は パソコン(推奨)、携帯でメールのやりとりが出来る事。 その一つだけです！年齢性別全く問いません。 

3.2.4　コスト
unist参加団体は独自のドメインを取得したり、CGIなどのプログラムが稼動可能なインターネットサービスプロバイダと契約するなどしてWEBサイトを展開している。これらのサーバーやドメインの取得・維持費用、接続料などの費用が発生している。
そのためJ-stationや早稲田リンクス、TCSの様にバナー広告等の広告収入やメンバーからの会費などによって費用の確保を行なっている。

▼J-station“スポンサー募集”

（http://219.180.64.209/~jukusou/aboutus/koukokushu.html）
▼早稲田リンクス“企業の皆様へ”

（http://waseda-links.com/us/ad.html）

▼TCS“法人企業様、経営者様へ” 

（http://tcs21.tripod.co.jp/koukokunushi.htm）より引用
この帝京学生ポータルサイト（ＴＣＳ）は、やる気ある自主的な学生が集まり、現在少数で運営しています。そこで、将来的ビジョンとして学生と地域との一体化する為にも広告主の存在は不可欠です。
主に大学周辺および多摩地域（八王子、多摩、日野、立川周辺など）で広告主を募集しています。
広告で得た資金の使途としては、ドメイン登録管理費用、サーバー管理費、その他必要備品を除いて得た資金については、社会福祉や団体へ全て寄付をさせていただきます。月にかかる費用は赤字として運営学生から集めなくてはなりませんし、運営自体も大変になり兼ねませんで、是非ともこの機会に一件でも多くの企業様のご理解の程よろしくお願いいたします。

▼R-station“スタッフ募集”（http://www.ritsnavi.net/staff/staff.html）より引用

Ｑ、部費はどの程度ですか？

Ａ：サークルの参加費としての部費を半年事に１０００円集めています。

▼WasedaWillWin“よくある質問”

（http://www.wasedawillwin.com/about/qa.html）より引用

Q.入会に際して、入会金や会費などは必要なんでしょうか？

A.入会金はありません。会費は月500円、Webサイトの運営費として集めています。取材に関しての交通費は各自で負担しますが、回数が多い場合や料金が掛かる場合は検討しています。

ベンチャー企業が運営するCUBETはサイト運営のほかにフリーペーパーの発行とマーケティング事業を行なっている。WEBサイトはフリーペーパーと連動する形をとっており、出版事業等の収益でサイトの運営が行なわれているものと思われる。

活動場所は大学の公認団体が利用可能なスペースやキャンパス内の公共スペースを利用しているものが多く、それほど大きな費用はかからないものと思われる。学園情報局を運営する信大情報サークルASBIGは、こうした費用を全てWEBサイト作成の受注などのスタッフの仕事の報酬で賄っているという点で、特徴的と言える。
▼ASBIG“サークル紹介と案内文”

（http://fuji.sakura.ne.jp/~asbig/asbig/introduction/syoukai.htm）より引用
信州大学情報サークルＡＳＢＩＧ（アスビック）は、昨今のＰＣの普及に従いＰＣスキルの向上を求められている社会において、学生の間に、様々な技術の習熟・社会経験を求めて２０００年４月に発足されたサークルです。

ＰＣスキルの習得の為に、実際に社会に出て、ＨＰの制作の外注を請け負い、実社会で求められているレベルでの仕事が出来るような力を身につけていくことが私達のサークル活動の一つです。

また、独立採算によってサークルの運営がなされている点も、他のサークルと異なるところだと言えます。サークル員が集うＢＯＸ、使用するＰＣ、電気代・電話代などの経費までもが、サークルメンバーの仕事の報酬で賄われているのです。

unist参加団体以外のサイトでは“Yahoo!ジオシティーズ（http://www.geocities.co.jp/）”や“トライポッド（http://www.tripod.co.jp/）”などが提供している無料のWEBサイト用ディスクスペースを利用する主体もあった。これらを利用した場合、バナー広告の表示や利用できる機能の制限などの問題もあるが、インターネットに接続している端末が操作できる環境にあればコストをかけずにサイトを運営することが可能である。
3.2.5　関連主体との関係
どのサイトでも大学の公式サイトや大学当局の運営するサイト、サークルや学生のサイトなどにリンクが張られ、Yahoo!の様にカテゴリ別や検索も可能なリンク集を用意しているサイトもあった。
北九大ネットは“北九大ネットインターネットサービスサポートセンター”において、kyoto-u.comは“URL転送サービス”で、学内の団体に対し、IT関連のサポートを無償で提供していた。これらはITを活用したコミュニティメディアの特徴を活かした他主体との関係構築の手段といえよう。
▼北九大ネット“北九大ネットインターネットサービスサポートセンター”

（http://www.kitakyudai.net/support/index.html）より引用

■北九州市立大学公認サークル「こくら情報工房」（以下ＫＯＢＯ）では、公認サークルのみなさまの情報発信をお手伝いすることを目的として北九州市立大学の公認サークルのみなさまに、ホームページスペースを提供することとしました。このサービスでは、無料なことはもちろん、広告も一切入りませんし、CGIについてもほぼ制限なくご利用いただけます。 また、同様にメールアドレスも無料で提供いたします。詳しいサービス内容については「サービス内容」のページをご覧ください。

▼kyoto-u.com“URL転送サービス”

（http://www.kyoto-u.com/etc/index.php?mode=url）より引用

多くのサークルで利用されているGeocitiesなどの、フリーのwebスペースのURLは覚えにくい事が多いので何かと不便ではないでしょうか。そこでkyoto-u.comでは、サークルの広報活動等に役立ててもらえるようURL転送サービスを行っています。ビラなどに記載してぜひご利用ください。

概要

「http://www.kyoto-u.com/お好きな文字列/」にアクセスすると、サークルのホームページへ転送されます。

他の主体の提供する情報との棲み分けも見られた。

同じ大学をベースに同じスポーツに関連する情報を扱う早稲田スポーツ新聞会（http://www.nikkansports.com/univ/waseda/w-menu.html）が存在するWasedaWillWinでは早稲田スポーツ新聞会と共同でプロジェクトを行なうなど、協力関係を持ちつつも、コンセプトにおいて独自性を意識していた。

▼WasedaWillWin“よくある質問”

（http://www.wasedawillwin.com/about/qa.html）より引用

Q.早稲田スポーツ新聞会（早スポ）とWWWはどう違うの？

A.早スポは体育局各部の活動を網羅し、定期的に新聞を発行していく、大きなサークルです。それに大してWWWは、少人数ゆえに、メンバー個々の興味に応じて早稲田のスポーツを柔軟に捉えていきます。なお、早スポとは組織としても個人としても繋がりはあり、今後も更に交流を深めていきたいと思っています。
※willspo.スポーツプロジェクト：早稲田スポーツ新聞会やその他のサークルとの共同プロジェクト（http://www.wasedawillwin.com/willspo/about.html）

『大阪外大ドットコム（大阪外国語大学、http://www.osaka-gaidai.com/）』と大阪外大新聞（http://www.unn-news.com/gaidai-shimbun/）は相互にリンクをはり、授業情報やスレッド型掲示板、リンク集などを大阪外大ドットコムが、ニュース提供は大阪外大新聞が行なうという棲み分けがなされていた。（※大阪外大新聞のサイトには意見交換用の掲示板は存在している。また大阪外大ドットコムサイトにも“Osaka Gaidai News”コーナーがあるが、これは大阪外大新聞提供のものである。）

その他にも休講・補講情報を提供するサイトを大学当局が運営している場合は、そのサイトへのリンクを用意することで休講・補講情報をカバーするなどの取組みが見られた。

3.3　長所と課題
3.3ではここまで紹介してきたキャンパスコミュニティメディアのサイトと運営主体の特徴についてのまとめを“長所”と“課題”という観点を用いながら行なっていく。

3.3.1　速報性－迅速な情報提供
3.1.4で述べた“ニュース、イベントレポートの様な動的情報”提供の様に迅速な情報提供がなされているサイトが多く、これは大きな長所であるといえよう。しかし、一方で情報提供が遅れたり、行なわれなかった場合やコンテンツの更新が滞るような事態が起きた場合、サイトや主体に対する信頼の低下を招く恐れもある。迅速な情報提供が可能であるという特徴は諸刃の剣ということができよう。
3.3.2　情報の形態、情報量－多様な情報形態、制限のない情報量
3.1.8で述べたように各サイトはテキストと画像を用いて構成されており、音声や動画の利用は今後の課題であるといえよう。WEBサイトにおいては紙面や放送時間といったような情報量の制限がないという長所を活かし、各主体はコンセプトや状況に応じた情報量を提供することが可能となっている。
またパソコン以外に携帯電話で閲覧可能なサイトも多く見られ、交通情報や地域の施設情報など、受け取る側のシーンに合わせた情報が提供されていた。
3.3.3　柔軟な運営、顕在・潜在するニーズ、シーズの充足
各主体は顕在していながら十分に扱われることのなかった情報や潜在する情報のニーズやシーズを捉え、柔軟な運営を行なっていた。立教スタイルやTCSのような一人がニーズを感じて始めた活動が賛同者を呼び、活動が広がったことなどがその例として挙げられよう。こうしたニッチともいえるニーズ、シーズはコミュニティ内の人間やコミュニティに関心を持つ人間が行なうからこそ掴めるものであり、企業の大学生向けサイトのように包括的にキャンパスコミュニティを対象とする主体では把握し辛いものと思われる。

ITの利点を活用した受験生や卒業生に向けた情報提供や学生のニーズに応える地域関連情報もキャンパスコミュニティのメンバーである学生が直接関与するからこそ、対象の琴線に触れる情報になるものと考える。
3.3.4　学内、学外の主体との連携
キャンパスコミュニティメディアは大学当局や大学新聞、サークル、受験生や卒業生、地域など、キャンパスコミュニティ内外の主体と多様な連携を取っていた。それぞれが基盤とするキャンパスコミュニティの情報環境に応じて必要な情報を提供するという柔軟な形態をとっており、長所といえよう。
3.3.5　提供する情報の利用について
掲示板等においてユーザー間で自由にやり取りされる情報はもちろん、運営主体が提供する情報であっても、誤謬が含まれる可能性はある。こうした問題に対し、多くの主体が利用規約や免責事項をサイトに掲載していた。
3.3.6　人材の確保
3.2.3において記述したように多くの主体が意欲ある人材を随時募集していたことからも、人材の確保が極めて大きな課題であることがわかる。“新しいことへの挑戦・運営メンバーのスキル向上”を6主体がコンセプトにおいて掲げていたことからもわかるように、運営メンバーとなり情報の取り扱いをすることは義務でもなくアルバイトのような金銭を得るための手段でもないわけで、いかに運営に関与することによる各自のスキルアップやコミュニティへの貢献、関与から来る充足感といった要素をいかに魅力的にコーディネートしていくかが人材確保における鍵となるといえよう。
3.3.7　運営コスト
3.2.4で述べたようにインターネットに接続できる端末があれば必要最低限の活動は行なえるといえる。これは長所ということが言えなくもないが、活動の充実を図るためには、活動スペースの確保や、機材の購入、管理などが必要となり、活動内容に応じた運営コストは否めない。
しかし、従来の紙や電波といった媒体を用いて情報発信の手段を整えることに比べれば、費用対効果は格段に高いため、遥かに低コストであるということができよう。
3.3.8　協力関係の構築、成功したモデルの伝播が容易
2.1で紹介したunistのようなキャンパスコミュニティメディアの大規模な連携から相互リンクといったものに到るまでキャンパスコミュニティメディア同士の協力、連携も多く見受けられた。横の協力、連携が容易な点はキャンパスメディアの持つ長所と言えよう。
特にR-Station、関学ナビ、関大ナビ、関西外大EXPRESSが共同で運営する『学生就活ナビ（http://www.hot-campus.net/）』やJ-station、Akamon.net、早稲田リンクスが共同で行なったイベント『JOBハンティング2002』のように、就職といった学生が大学の垣根に関係なく共通に関心を持つテーマにおける協力が目立った。
成功したモデルの伝播という点では『近大ナビ（近畿大学、http://kinnavi.tripod.co.jp/）』とunist参加団体でもある龍谷ナビのエピソードは注目に値する。近大ナビの管理人紹介のページ（http://kinnavi.tripod.co.jp/syoukai.htm）には管理人が周囲のニーズを汲み取りサイト構築を決めたこと。普通のWEBサイト作成はできたものの、CGI等に関する知識を持ち合わせていなかったことから、龍谷ナビに電子メールで問合せ、協力を得たことが記載されている。同文には龍谷ナビへの謝辞が記載されているが、この文章が書かれた時点で、近大ナビの管理人と龍谷ナビのスタッフはまだオフラインで対面したことがないという。電子メールでのやりとりのみでノウハウが伝播し、実際にサイトが構築され、運営されている点は特に興味深い。近大ナビは調査時点（2003年1月3日）で28000アクセスを記録している。
unistのようなコミュニティメディア同士の連携が活発化していくと、こうした協力関係の構築や成功モデルの伝播といったキャンパスメディアのネットワーキングの動き、可能性はますます広がっていくものと予想される。
3.3.9　継続性とサイトの継承、コンテンツの継承
いかに存続させていくかという最も根本的な課題である。第2章の調査では11サイトが閉鎖や休止に至っていた。閉鎖、休止に到る理由として上述した人材の確保や運営コストが関係していると推測されるが、理由が判明している3サイト全て（学芸マニア、Ritsの素、Rits Freak Online）の閉鎖理由が“管理者の卒業による閉鎖”であった。また『ウラ金大（金沢大学、http://urakindai.com/）』が“管理者の卒業以降閉鎖予定”、『東京農業大学非公式サイト（東京農業大学、http://www.zx.to/~nodai/）』が“管理者の卒業によるテスト運営”であった。
このことからもわかるように基本的に4年で管理者が卒業してしまう個人運営のサイトにとっては特に大きな問題であるといえる。一方で“サイト全体の継承”、“コンテンツの継承”というITの持つ長所を活かし、この課題を克服する取組みが『近大生の広場（近畿大学、http://jan.sakura.ne.jp/~kindai/）』、『Rits Freak Online（立命館大学、http://www.sol.cs.ritsumei.ac.jp/~nakamiti/rits/）』に見られた。
近大生の広場は個人運営のサイトであるが、サイトの引き継ぎが行なわれている。このサイトについて（http://jan.sakura.ne.jp/~kindai/about.html）を見ると、現在の3代目の管理者の挨拶が掲載されており、既に3代に渡って継承がなされていることがわかる。近大生の広場は1997年2月以降、調査時点（2003年1月3日）で13万7千件を超えるアクセスを得ている。

個人運営の「Rits Freak Online（立命館大学）」は運営者の学部卒業に伴い、2002年12月16日をもって閉鎖してしまったが、同じく運営者の卒業によって閉鎖した「Ritsの素（立命館大学、2001年12月3日閉鎖）」の人気コンテンツ、立命館大学裏用語辞典『立命用語の基礎知識』を[第二版]立命館大学裏用語辞典『立命用語の基礎知識』として継承していた。
今後、『立命用語の基礎知識』は大学院に進学する運営者、中道氏の個人サイトのコンテンツとして少なくとも2年間は継続する。その後も誰かに引き継ぐことを希望しているが、詳しくは未定だという。またRits Freak Onlineが醸成したコンテンツである“リンク集”、“裏講義概要”は同じ立命館大学をベースに活動するR-station（unist参加団体）に譲渡する予定であるという。このようにサイト全体ではなく、反響の大きかったコンテンツを継承していくという方法も継続性の確保という点で有効な方法といえるだろう。
▼[第二版] 立命館大学裏用語辞典 『立命用語の基礎知識』はじめに
（http://www.sol.cs.ritsumei.ac.jp/~nakamiti/rits/dictionary.cgi?mode=main&n=0）
より引用
第二版発行に寄せて （ だいにはんはっこうによせて ） 

「立命用語の基礎知識」は1999年、私が2回生の時にHPを立ち上げた直後から始動した最も古いコンテンツの1つである。実はこのページ、元ネタがある。私が卒業した埼玉県立熊谷高校文芸部が発行する文芸誌の人気企画「熊高用語の基礎知識」がそれである。「熊高用語～」は男子校ならではの下ネタ・ブラックジョークが満載で、高校入学当初からの大ファンだった。HP作成にあたって、日記や写真だけおいておくのは単なる自己満足に終わってしまうし、見ている側を「遊びに行った家で、家族旅行のVTR・写真を見せられる」ような不快な気分にさせるのは目に見えていた。そこで、HPを見てもらって笑ってもらい、かつ、友達に教えられるようなものはないか？と考えたときに「熊高用語～」をパクろう！と思いついたわけである。

当初はこのようなブラックジョークと偏見に溢れる用語解説が果たして大学側に受け入れられるのだろうか？とかなりビビっていたので、（事実RAINBOW運用規定のこの点に関する規定は忠実に運用されている。）当時4回生で卒業間近のHさんのサーバ領域を間借りして運営していた。そこには大学側からペナルティーを科されたときの責任転嫁と、4回生で就職も内定している学生に対して厳しい措置はとれないだろうという、今から考えるとかなり腹黒い魂胆があった。しかしながら予想していた批判・苦情はほとんどなく、逆に「面白い！」「これからも頑張ってください」という意見が大多数で正直驚いている。

この企画が功を奏したのか、「野本の素」は30000Hitを迎えようとしている。大学生活においても、自己紹介をすると「立命用語作ってる人ですか？」と聞かれることが多くなった。「立命用語～」によって初対面の人とも話しが合うこともしばしばである。このページの管理者であるなかみち氏も、私をHPで知って、メールでコンタクトをとってきた一人だ。

初版がでてはや満2年。卒業とともに消滅すると思われていた「立命用語～」は、なかみち氏によって第2版として生まれ変わった。（しかもcgiですよ。）こんなくだらないシロモノが残ってしまうのは少し恥ずかしい気もするが、継続が決まったのは一重に読者諸氏の支持があってこそである。読者への感謝の言葉とともに、今後も版を重ね、立命用語が発展していくことを願ってやまない。

初版編集者 野本＠経済学部ファイナンス4回生

2001.11.11

発刊の辞 （ はっかんのじ ） 

この辞書は関係者の大学生活にユーモア、風刺といったエッセンスを加えた結果、成立したものである。我々、辞書編集者は自虐的な愛校心こそ立命にふさわしいと考える。収録語は、各学部の学生・教員・職員から寄せられており、まさに立命の裏用語辞典の決定版といえよう。

新語は常に募集しており、また、用語を寄稿寄してくださる関係各位に、この場を借りて感謝を表したい。無断リンク・転載歓迎である。

第二版編集者

第四章
SFC CLIPに見る
キャンパスコミュニティメディアの成立と発展
第四章ではキャンパスコミュニティメディアのケーススタディとして、筆者が立ち上げ時点から関与しているSFC CLIP（Communication and Life Information Provider）を取り上げる。第三章で提示したキャンパスコミュニティメディアの“サイト（SFC CLIPの場合、メールマガジンを含む）”、“運営主体”、“長所と課題”の観点からの特徴を踏まえ、SFC CLIPの活動内容や提供する情報について詳細に叙述していく。
4.1　SFC CLIPの概要
SFC CLIP（Communication and Life Information Provider）は2001年4月に開始した慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス（以降、SFCと記載）を基盤に活動するプロジェクトで、筆者も立ち上げ時点から関与している。
WEBサイトと連動した週刊（長期休暇中は隔週）のメールマガジンによる情報提供が活動の中心となっている。SFC関連の出来事、イベントなどのニュース（野球の慶早戦速報や、学部長選挙結果などのトピックは号外として発行）や、SFCの学生や教職員、卒業生、その他、SFCに関心を持つ人から提供される情報を収集、編集し、2002年12月27日時点で1770人の登録者（登録は無料）に配信している。発行したメールマガジンは通常版が72回、号外が20回を数える。

情報の収集や発信、協力関係にある各種団体との連携を、IT（電子メールやWEBサイト、携帯電話等）を活用することで低コストかつ効率的に行いつつ、SFCを軸としたコミュニティの活性化、より良いガバナンスの実現を目指すとともに、ITを活用することで可能になりつつある新しいコミュニティメディアの在り方を模索している。

4.2　コンセプト
SFC CLIPは研究会（ゼミ）のプロジェクトとして開始された活動である。そのため、情報の取材、編集、発信のスキル獲得や研究成果の発表の場として活用する、といった“研究プロジェクトに参加するメンバーにとっての目的”と、キャンパスコミュニティの情報流通の円滑化や活性化、コラボレーションの場の創出、キャンパスの枠を超えたコミュニティの形成といった“キャンパスメディアとして果たしていくべき目的”の２つが設定されている。

▼“SFC CLIP”2001年度春学期最終報告書

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/2001spring_report.pdf）より引用
▽研究プロジェクトしての目的

a.身近な情報を取材・編集する技術の習得

中島洋研究プロジェクト2は、「情報社会におけるジャーナリズム」というテーマで、ジャーナリズムの実践という側面に主眼をおいて活動している。本プロジェクトにおいては、メールマガジンの発行を通して、取材・編集のプロセスを実践的に習得することを目的とした。

取材対象としては、日常の問題意識からテーマを設定しやすいSFC内の情報を扱うことにした。SFCという特定のコミュニティ内であるがゆえに取材網も確保しやすく、取材活動も迅速で充実したものにできると考えたからでもある。

b.周期的に情報発信するノウハウの習得

情報発信の仕組みとしても、メールマガジンには特徴がある。WEBコンテンツの更新は継続的に可能であり、自由に加筆・修正が行えるが、メールでは一度配信してしまったものに修正を加えることは出来ない。また、週一回というサイクルを設けることで、情報発信の拘束性も生まれる。これらのことが、記事作成の緊張感を高め、読者に対する意識を醸成する。この環境は、「情報発信を行う機会が定期的に保障される」と言う点で、ジャーナリズムの実践という研究プロジェクトの趣旨に合致する。

c.中島研究室で進行している研究が、自己完結しないためのアウトプット

中島研究室の活動内容・研究報告は、WEBや報告書を介して発表されるが、必ずしもSFCの多くの人が目にするわけでない。そこで、中島研究室での研究・議論がアウトプットされる仕組みとして、キャンパス内メールマガジンを用い、大学内での研究発表の場の一つと位置付けた。

▽キャンパスメディアとしての目的

a.プッシュ型メディアによる、キャンパス情報流通の円滑化

SFCにおいて、デジタルキャンパスでありながらも、情報が拡散してしまい、必要な情報を見落としがちになるという状況がある。その一方で、SFC-MODEの普及やSFCオフィシャルWEBサイトの充実により、この状況は大きく改善したとも言える。SFC CLIPは、こういった情報メディアと共存する形で、キャンパス内メールマガジンというプッシュ型メディアを介し、編集価値が付加された形でのキャンパス情報を提供することを目的とする。キャンパス内掲示板や学生イベントや学内ニュースなど、まとまった形で蓄積されている情報に流れをつくり、SFC内の情報環境を円滑化することを行う。

b.学際キャンパスにおける、新たなコラボレーションの場の創出

SFCは学際キャンパスでありながら、個別の学問分野が完結しており、キャンパスが掲げる理念である「異分野のコラボレーション」には至っていないケースが多くある。研究プロジェクトレベル以外にも、個人のレベルにおいてもこのことは当てはまるだろう。多様な興味関心を持った人がいるにも関わらず、コミュニティとして分割されていて、異なるジャンルには関心が向かない傾向にもある。こういった状況を打開するため、SFC CLIPでは、キャンパス内での様々な研究プロジェクトや学生団体の活動をふんだんに盛り込む。異分野間のコラボレーションの促進と新たなキャンパス内での可能性を生み出すきっかけを提供する。

c.SFC内に留まらないコミュニティの形成

SFCに関連した情報に絞ってメールマガジンコンテンツを制作するが、配信先は必ずしもSFC内には限らない。メールマガジンという参加容易なシステムを用いることで、SFCのOBやSFCに興味のある、企業人や受験生もターゲットとしている。「SFCの今」を伝えるメディアしての発展も視野に入れている。また、OB/OGなどが参加できるコンテンツを独自に用意して、SFCの外部からの視点も取り入れてのコンテンツ制作を考える。

こうしたコンセプトを持つ背景には、プロジェクト立ち上げに当たって、運営メンバーがそれまでの学生生活の中で感じていた情報不足やキャンパス内の情報流通に対する問題意識を共有したことがある。この原因としては学際キャンパス故に非常に多くのヒト、モノ、情報が拡散し、一人の学生では触れられる情報に限界があることが挙げられるだろう。

SFCには研究会、サークル、各種授業のクラスなど、実に様々なグループがある。しかし、入学時点からある程度の時間を経ると、それぞれが固まっていき、人や情報の流動性が低くなってしまうことが多い。もちろん、テーマの近い研究会同士や同じスポーツや音楽を愛好するサークル間の交流などは存在するが、そこに関わっていない人間には何が行われているのかすらもわからないということもある。ましてや日吉や三田などの他キャンパスの学生、教職員にとって、それはなおさらである。

情報の流通という観点で見ても、各グループのメーリングリストなどで情報自体は流通しているのだが、グループ間を横断したり、キャンパスコミュニティ全体に流通する情報が非常に少なくなってしまうことにつながり、様々な機会損失を生んでいると思われた。

こうした状況を改善するべく、グループ間、個人間の情報流通の風通しをよくし、キャンパスコミュニティ全体の情報流通を円滑化、活性化するには “SFCというキャンパスコミュニティで今、何が起きているのか”を、編集機能を付加した上で提供するSFCコミュニティに密着した情報メディアが必要であるとの認識に基づいてSFC CLIPはスタートした。

同様の認識は関大ナビやToyoWAVE、同志社ナビのコンセプトに見ることができる。

4.3　コンテンツ
SFC CLIPは「『これをみんなに知らせたい』そんな気持ちにこたえます」をキーワードに、創刊当時から“NEWS/ニュース”、“MESSAGE/お知らせ”、“SERIES/連載”の3つをコンテンツの核としている。これらの情報をメールマガジンに短いものは全文、長いものはリード文を載せて配信し、全文や写真等はWEBサイト上で閲覧する形態をとっている。その他、WEBサイトではメールマガジン講読の登録の有無に関わらず、各種情報や過去の記事を閲覧することができる。

いずれもSFCに関連する情報、SFCに関与、または関心を寄せる人に役立つ情報であるかどうかが情報の選別の基準となっているが、以下ではこの3つのコーナーのコンテンツについて、一つ一つを取り上げ、より詳細な説明を行なっていく。

4.3.1　NEWS（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/news.html）
SFCや慶應義塾大学関連のニュース性の高い話題から、掲示板情報のような学生生活に関わる身近なものまで幅広いジャンルを扱っている。

以下にNEWSの内容を大きく“学生や卒業生、教職員の活躍を伝えるもの”、“学内のイベント情報（学内行事や研究室やサークル主催のイベントなど）”、“講義等におけるゲストスピーカーの講演情報”、“藤沢市や湘南台駅周辺の情報”、“掲示板掲載情報や学生生活に関する情報”、“号外”に分類し、比較的最近取り上げたトピックと共に紹介する。

◇学生や卒業生、教職員の活躍を伝えるもの

▼SFC卒業生の一青窈さん、オリコンDaily Rankingで首位を獲得―2002年12月13日

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/news02121307.html）
▼女子タッチフットボールサークル"BREAKS"－全国3位－―2002年12月13日

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/news02121304.html）

▼「私は正しいことをしていると思っている」竹中大臣が三田祭で―2002年11月29日

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/news02112903.html）

▼慶應野球部･長田投手、西武ライオンズと入団交渉で合意―2002年11月8日

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/news02110802.html）
◇学内のイベント情報（学内行事や研究室やサークル主催のイベントなど）

▼慶應病院にサンタが来た－「サンタ企画」実施される-2002年12月27日

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/news02122701.html）
▼クリスマスイベントが目白押し！－アイン・KOEコンサート開催-2002年12月20日

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/news02122002.html）
▼「ホームカミングデイ2002」開催-卒業生およそ630名が参加―2002年11月29日(12月9日更新)（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/news02112901.html）
▼22、23の両日、ORF開催される-来場者は去年を上回る約1500名-―2002年11月29日（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/news02112904.html）
◇講義等におけるゲストスピーカーの講演情報

▼田中康夫長野県知事、予算編成論で年明けにゲスト講師-2002年12月13日

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/news02121301.html）
▼ローレンス・レッシグ氏、ネット上の「property」をテーマに講演-2002年12月13日

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/news02121302.html）

◇藤沢市や湘南台駅周辺の情報

▼イルミネーション湘南台-協賛者にはお得なクーポンサービスが-2002年12月20日

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/news02122004.html）
▼イトーヨーカドーオープンに多くの人が詰め掛ける-交通に支障も―2002年11月22日

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/news02112202.html）
◇掲示板掲載情報や学生生活に関する情報

▼冬季休業中のキャンパス内施設の利用について

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/news02121305.html）

▼ハガキDe国際協力作文コンテスト...etc/κ掲示板から―2002年12月13日

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/news02121309.html）

◇号外

大学が休講になるかどうかにも関わる野球の慶早戦の勝敗や学部長選挙の結果、教職員の訃報など緊急を要する情報があると編集部が判断した場合、号外が発行される。特に2001年9月11日の米国連続テロ事件に関連しては3度の号外を発行し、SFC関係者の安否等を伝えた。以下に引用した、その際に行なわれたやりとりの中にはITを活用したキャンパスコミュニティメディアの真骨頂とも言うべき面が見られるように思う。

▼“SFC CLIP”2001年度秋学期最終報告書

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/2001autumn_report.pdf）より引用
米国連続テロ事件関連報道

9月11日に発生したアメリカ連続テロ事件を受けて、SFC CLIPでも、米国滞在中のSFC関係者の動向を中心に、3度にわたって号外を発行したほか、通常号でもテロ関連の情報を伝えるなどした。

9月11日夜(日本時間)のテロ事件発生直後から中島研究室内のMLでは、テロ事件関連の議論が行われていた。これを受けて、12日15時35分、厳戒体制下のサンフランシスコに滞在中の中島洋教授から「米国に滞在中のSFC関係者およびNY校(慶應義塾ニューヨーク学院)の様子を伝えることは可能か」という旨の打診があり、テロ事件にともなうSFC関係者について取材を開始した。

村井純・環境情報学部教授と斎藤信男・常任理事が米国滞在中であるという情報を得たため、12日17時頃、ご両人の安否と周りの状況を伝えていただきたい旨のメールを送信した。　その他、中島研のNY校出身者に取材を行い、教職員・生徒・保護者ともに、全員の無事が確認されたという情報を得た(この情報は、テレビでも報道されていた)。

22時40分、NY校関係者の無事と、中島教授が伝えてきたサンフランシスコの様子を記事化し、号外の第1報を発行した。

13日6時29分、ニューヨークに滞在中の中島研のメンバー(NY校卒業生)が現地の様子を中島研のMLに報告したことを受けて(当該メンバーの父親は事件当時、世界貿易センターの84階で働いており、奇跡的に助かった)、現地の生の声を伝えるという目的から、この投稿をSFC CLIPの文面でも紹介することとした。

その一方で、編集部では、取材メールに対する返信など、ある程度の情報量が集まった段階で号外を発行するという判断をしていた。

しかし、戒厳令下のサンフランシスコ滞在中の中島教授から「こういうものはどんどん号外を出すべきです。次のものに合わせて、というのは、ジャーナリズム精神ではありません。どこでも号外を出したいのですが、印刷機が確保できないのです。しかし、インターネット向けの印刷機は手元にある。これがインターネット時代の新しい姿です。(中略)頑張ってください。みんな、死ぬか生きるかの恐怖、いつ日本に帰れるかどうかの不安の中にいます。(中略)できるだけ早く、号外を出すべきだと思います。まだ、CLIP編集部には、戦争に突入した、という米国の緊迫感がないようです。編集部の事情ではなく、新しい情報が欲しいという読者の期待に応えてください。」という指摘を受け、緊急時における読者のニーズに応えるという観点から、号外を随時発行する方針を決定した。

これを受けて、20時2分、ニューヨーク滞在中の中島研メンバーの投稿と、ニューヨーク在住の中島教授の長女による状況報告を号外の第2弾として配信した。

つづいて、13日深夜から14日未明にかけて、専任教員向けのML(メーリングリスト)を通して、米国滞在中の阿川尚之・総合政策学部教授と村井純・環境情報学部教授の消息が判明したため、これを記事化し、14日1時6分、号外の第3弾を発行した。

9月21日号の通常号では、号外第2段に登場したNY校卒業生が、現地の様子を引き続き自らのBBS(電子掲示板)に記載していたため、紹介した。BBSに記載された投稿を記事化することに対して疑問の声も上がったが「そもそも不特定多数がアクセスできる掲示板に記載されているので、それをSFC CLIPに掲載したとしても、特に変わりはない」との編集部判断により、掲載に踏み切った。

しかし、当該NY校卒業生から抗議を受け、本人への意思確認が不十分であったことなどから(19日の段階で意思確認のためのメールを送信し、返事を得られていなかったが、改めて電話などによる連絡は行わなかった)、10月2日、編集部として謝罪を行った。

4.3.2　MESSAGE（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/special.html）
個人やグループからの告知を依頼に応じて掲載するコーナーである。生協や学生食堂のセール情報のような学生生活に密着した情報や、授業や研究会で行なわれるゲストレクチャーの情報、サークルのイベント情報などが主である。一団体につき月一回の掲載が基本であるが、生協や学生食堂、2つの学園祭（七夕祭、秋祭）前の実行委員会からの情報提供は連載という形をとっている。

▼[慶應義塾生活協同組合より]　3冊買えば15%OFF!-文庫バンドルセール★他-11月29日

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/mes02112903.html）

▼[2003年度七夕祭実行委員会より]ロゴの一般公募のお知らせ-12月13日

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/mes02121303.html）

▼[ハロウィンズ＆LINK UP RECORDSより]SFCでクリスマスパーティーを♪-12月13日（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/mes02121305.html）

▼[渡辺靖研究室より]ヒューマンセキュリティー　青木保氏講演のお知らせ-11月8日

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/mes02110801.html）

登録者の増加に応じて告知媒体としての認知度が上がり、ある音楽サークルの広報担当者の業務リストにMessageコーナーへの告知依頼が加わったという話も伝わってきた。こうした流れを受けて2001年秋以降、告知依頼が大幅に増加した時期が続いた。これによりコーナーが肥大化し、メールマガジンの文面の見辛くなったり、同じ団体が連続して告知依頼を寄せ、告知に偏りがみられる等の問題が起こった。この問題に対しては、2001年12月4日に「MESSAGE/お知らせ」記事ガイドラインを策定し、掲載件数や回数、情報量の制限を行うことで一定の解決を図っている。

▼「MESSAGE/お知らせ」記事ガイドライン

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/guideline.html）より引用
読者の皆様は、MESSAGEへの記事掲載依頼を下さる際に、以下のガイドラインをお読みになってからお送りくださいますようお願いします。 

[1] 　記事受付締め切りは、金曜正午 →それを過ぎると、その週のCLIPには掲載が不可能となります。 掲載のご依頼はお早めにお願いします。 

[2]　同団体の告知であれば、掲載は月１回まで →但し、以前から連載の契約を交わしているエームサービス、生協に関してはこの限りではありません。

[3]　見出しと2行程度の要旨以外は全てWEBに詳細を掲載 →こうすることで、掲載件数を以前よりも増やすことが出来ます。ご協力よろしくお願いします。 

↓↓メールマガジン掲載例↓↓ 

----------------------------------------------

◆◆◆MESSAGE/お知MESSAGE一覧　http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/special.html

----------------------------------------------

[CLIP編集部より]　SFC CLIP MESSAGE記事に新ガイドライン

●記事全文　http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/guideline.html

----------------------------------------------

　　SFC CLIP内のコンテンツ「MESSAGE」では、読みやすい

　記事を目指して新ガイドラインを作成しました。

　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(「記事全文」へ)

---------------------------------------------- 

[4]　掲載件数の制限 →MESSAGE掲載件数は週７つまでとし、 それ以上の依頼が来た場合は、ご依頼を下さった時間とイベントの期日・重要度などをこちらの方で 　判断して、掲載記事を選ばせて頂きます。なお、掲載出来なくなった記事に関してはその旨をご連絡させて頂きます。

[例外]

SFC CLIP編集部が編集方針に基づき、例外と判断した告知に関しては 上記ガイドラインの限りではありません。 

2001年12月14日

SFC CLIP 編集部

4.3.3　SERIES（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series.html）
SeriesではSFC卒業生によるエッセイ[未来からの留学生の“今”]、研究プロジェクトを紹介する[プロジェクトクリップ]などの様々なジャンルの企画が隔週や月刊、不定期に連載されている。SFC CLIPのメンバーやその関係者の研修報告や留学体験記等も掲載されている。

以下ではSeriesの各企画を大きく“学生や卒業生、教職員の紹介”、 “学習”“学生生活（学内関連情報）”“地域生活”“留学”“発表の場の提供（コラム、寄稿等）”に分類し、2002年12月27日までの掲載回数と最新の3件のタイトルを紹介する。
◇学生や卒業生、教職員の紹介
[未来からの留学生の“今”]：15回

▼枡田一作さん(01年環卒、東京半島 プランナー)　(2002/11/29)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02112901.html）

▼山本尚明さん(2001年環卒)(2002/08/09) 

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02080902.html）

▼山崎晃嗣さん　(00年環卒、東大大学院)(2002/07/05)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02070501.html）

[SFC RING]：6回
▼第6回：河野理愛さん(総2、スポーツ科学関連NPO法人代表)(2002/07/26)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02072601.html）

▼第5回：文治城さん(総4、アカペラグループ"AJI") (2002/06/28)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02062801.html）

▼第4回：長田秀一郎さん(総4、野球部投手) (2002/06/14)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02061401.html）

◇学習

[日進月歩-情報社会寸評]：15回
▼車内での携帯電話は迷惑か(2001/12/27)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02122702.html）

▼J-フォンはボーダフォンと1つに!?(2002/6/21)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02062103.html）

▼無線LAN (2002/4/26)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02042602.html）

[Project CLIP]：21回

▼二瓶一裕研究会　「実際に手で作るところによさがある」 (2002/11/15)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02111501.html）

▼村井純研究室　SING　--次世代インターネットの基盤構築-(2002/10/11)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02101101.html）

▼コトバのアトリエ(2002/08/09)
（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02080901.html）

[World Wide CLIP]：37回（以上）

▼インターネットでタイピング練習　～e-typing～ (2002/05/31) 

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02053102.html）
▼早慶戦に向けて　～慶應義塾大学應援指導部公式HP～ (2002/05/24) 

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02052405.html）
▼雨の日の楽しみ方　～試写会ネット～ (2002/05/17)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02051704.html）
[読書ザンマイ]：2回

▼第2回　中島洋先生、ご推薦の2冊。2冊目 (2002/1/25) 

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02012504.html）

▼第1回　中島洋先生、ご推薦の2冊。1冊目 (2002/1/11)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02011102.html）

◇学生生活（学内関連情報）

[他キャンパス特集]：3回

▼日吉 ＆矢上キャンパス -活気のあるキャンパス空間(2002/12/27)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02122701.html）

▼新川崎タウンキャンパス-学食も生協もないキャンパス (2002/12/20)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02122001.html）

▼信濃町キャンパス　-病院なのかキャンパスなのか? (2002/6/21)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02062102.html）
[SFC NEWS CLIP]：28回（以上）

▼世界最速の電気自動車　霞が関を疾走　文科相も試乗…など (2002/05/31)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02053101.html）

▼藤沢市の旧近藤邸が国登録有形文化財建造物に登録…など(2002/05/24) 

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02052404.html）

▼慶応大教授、松本先生長者番付にランクイン…など (2002/05/17)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02051703.html）

[SFCファイル]：8回

▼研究プロジェクト発表(説明)会、成果物情報募集 (2002/1/25) 

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02012503.html）

▼小さな幸せ　～猫観察～ (2002/1/11) 

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02011103.html）

▼眺望抜群のミーティングスペース　～ビスタルーム～ (2001/12/28)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series122802.html）

[就職のススメ]：2回

▼公認会計士に合格した4年生女子の場合　(2001/10/26) 

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series102601.html）
▼総合商社に就職する4年生男子の場合　(2001/10/12)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series101201.html）

[That's AV-C]：2回
▼AVコンサルタントによる連載講座　第2回 (2001/05/11) 

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series051101.html）

▼AVコンサルタントによる連載講座　第１回　(2001/04/20)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series042002.html）

◇地域生活
[藤沢市イベント情報]：2回

▼「NPO法人設立実践講座」のご案内など　(2002/12/06) 

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02120601.html）

▼藤沢市市民活動推進センターのご紹介 　(2002/11/08)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02110803.html）

[SFC食ざんまい]：1回

▼ブラジル料理店“エスタンシア　プラザ”-割引サービスも (2002/11/15)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02111502.html）

[探険、僕の街　湘南台] 

▼第2回　解明！あのロゴマークの謎 　(2002/11/01) 

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02110101.html）

▼第1回 湘南台のホットスポットめぐり　(2002/08/23)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02082301.html）

◇留学

[海外研修特集]：38回

▼第38回　朝鮮語特集 (2002/12/20) 

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02122002.html）

▼第37回　朝鮮語特集 (2002/12/13)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02121301.html）

▼第36回　マレーインドネシア語研修(2002/11/29)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02112902.html）

[私の留学日記]：全5回

▼南カリフォルニア大学より(最終回)　-齋藤達也さん(2002年環卒) 

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02111503.html）

▼南カリフォルニア大学より(4)　-齋藤達也さん(2002年環卒) 

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02110802.html）

▼南カリフォルニア大学より(3)　-齋藤達也さん(2002年環卒)
（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02110102.html）

[墨西哥見聞]：2回

▼第2回　毎日がヒヤヒヤ!-命をかけたバス通学と心温まるエピソード-

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02101801.html）

▼第1回　さすがメキシコ!-大雑把なお買い物-

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02100403.html）

◇発表の場の提供（コラム、寄稿等）
[エディターコラム]：11回

▼ネット不正利用に関する学部長声明に関して　(2002/10/04)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02100401.html）

▼「ニューヨーク　世界貿易センタービル跡地にて」　(2002/09/20)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02092001.html）

▼【ガ━（゜Д゜;）━ン！】

タカラ「ギコ猫」商標登録問題に関する一考察【(゜Д゜#)ゴルァ】 (2002/06/07)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02060701.html）

[大分見聞録]：全5回

▼大分合同新聞社報告　第5回「地方新聞としてのSFC CLIP」 (2001/11/09)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series110903.html）

▼大分合同新聞社報告　第4回「豊の国　～大分県～」 (2001/11/02)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series110201.html）

▼大分合同新聞社報告　第3回「中小企業と個人のための広告枠」 (2001/10/26)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series102602.html）

[SIGGRAPH2001]：全5回

▼第5回「SIGGRAPHあれこれ 」　(2001/10/05)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series100502.html）

▼第4回「活躍する日本の研究 」　(2001/09/28)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series092802.html）

▼第3回「CG業界から見たゲーム業界」　(2001/09/21)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series092102.html）

4.4　受験生との関係
SFC CLIPは受験生に特化したコンテンツを作成していないが、SFCの学生や教職員の活躍や研究活動の内容を知ることができる、学生生活の一端を垣間見ることのできるなど、受験生にとってもニーズの高い情報が存在している。また立教スタイルのように、オープンキャンパスのスタッフも務めるSFC CLIPの運営メンバーが数人いることもあり、オープンキャンパスにおいてサイト紹介、講読案内のチラシを配布するなどの告知を行なっている。

事実、2002年度には受験生時代から読者だった新入生が運営メンバーとして（少なくとも2人）加わっていることからもそのことが伺える。また受験生のような、そのコミュニティの潜在的なメンバーに対して情報提供を行なうことは人材の確保につながるともいえよう。

4.5　卒業生との関係
Series内のコーナー、“未来からの留学生の今”では卒業生からの近況報告や学生時代のエピソード、在学生へのメッセージなどを綴ったエッセイを掲載している。次の執筆者を次々と紹介してもらう方式で2002年12月17日までに15回（人）連載し、好評を得ている。

また卒業生を対象とした活動として、SFC MEGA CLIPへの関与が挙げられる。これはSFCの卒業生組織であるSFC三田会、事務室の卒業生連携担当、電子メール転送サービスなどを卒業生に提供している「SFC ALUMNI NETWORK」との共同制作で、SFC CLIPで配信している情報の中から、卒業生の関心に合致するコンテンツを転載している。
▼SFC MEGA CLIP（http://www.sfc.ne.jp/mega/）

4.6　地域との関係
4.4.1で紹介したようにNewsにおいてキャンパスのある藤沢市や最寄り駅である湘南台駅に関する情報が提供される他、Seriesにも[探険、僕の街　湘南台]や[SFC食ざんまい]という地域を扱ったコンテンツが掲載され、まだ回数は少ないにも関わらず反響を呼んでいる。
◇Newsに掲載される藤沢市や湘南台駅周辺の情報の例

▼イルミネーション湘南台-協賛者にはお得なクーポンサービスが-2002年12月20日

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/news02122004.html）
▼イトーヨーカドーオープンに多くの人が詰め掛ける-交通に支障も―2002年11月22日

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/news02112202.html）
◇Series連載の地域関連コンテンツ
[探険、僕の街　湘南台] 

第2回　解明！あのロゴマークの謎 　(2002/11/01)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02110101.html）

第1回 湘南台のホットスポットめぐり　(2002/08/23)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02082301.html）

[SFC食ざんまい]

ブラジル料理店“エスタンシア　プラザ”-割引サービスも (2002/11/15)

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02111502.html）

また、2002年11月からは藤沢市市民活動推進センターからの情報提供を受け、Seriesに[藤沢市イベント情報]というコンテンツを新設した。これは藤沢市市民電子会議室などで活動を行なう筆者の先輩の仲介で実現したコーナーである。

▼【NEW】[藤沢市イベント情報]藤沢市市民活動推進センターのご紹介―2002年11月8日（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/series02110803.html）より引用
SFCと地域の交流――よく聞く言葉ですが、藤沢市内のイベントに参加したことのあるSFC生は、案外少ないのではないでしょうか。実際、SFC生にとっても興味深いイベントや公開講座が行なわれていても、そういった情報に触れることなく、見逃しているケースが多いようです。

この連載では、「藤沢市市民活動推進センター」の協力のもと、SFCと藤沢市の交流促進を目的として、藤沢市近辺のイベント・市民活動・公開講座などの情報を配信いたします。

今回は、以下の情報を紹介します。

▼第20回厚木市女性センターフェスティバル:生涯教育講演会 

～生涯教育　あなたの生き方で　子どもが変わる　　社会が変わる～

　講師）（財）野村生涯教育センター講師

　日時）11月9日（土）　AM10：00～11：30

　会場）厚木市女性センター４階　集会室

　参加費）無料

　主催）（財）野村生涯教育センター

　問合せ）（財）野村生涯教育センター本部　

(　03－3320－1861

※ 幼児は幼児教育部でお預かりいたします。

▼[公開講座]　ふれる・かかわる・はたらく　～国際協力NGOの素顔 

「国際協力NGO」の成り立ちや現状、多様な活動内容、参加方法について資料を基にわかりやすく説明します。また、「働く場としてのNGO」に注目し、求められる人材像や経験、気になる待遇面や情報入手の方法についてもお話します。

　日時）11月9日（土）　午後3：00～5：00

　会場）明治大学　駿河台校舎リバティータワー14階1145教室

　講師）国際協力NGOセンター　井上　団氏

　　　　　　　　同　戸賀　竜郎氏

　参加費）無料

　申込み・問合せ）NPOサポートセンター

　　　　　(03－3547－3207（担当：山崎）

　URL：http://www.npotown.net/urban/

▼アリラン遊行寺ギャザリング4 

　日時）11月10日（日）　午前10時～

　会場）藤沢市遊行寺

　内容）イマココ（今個個）縁日うまいもの・歌や演奏・フリマなど、他にも楽器・マッサージ・グループの活動報告など

　＊このお祭りは協祭カンパとして500円程度いただきながら、続けていきたいと思っています。

　＊まかない用食材・人材・カンパその他助かります。

　問合せ）(090-4927-7888遠山、82-1702へっころ谷

　E-mail　imacoco2002@lycos.jp

情報提供:藤沢市市民活動推進センター

【藤沢市市民活動推進センター】

　2001年12月に、市民活動の推進拠点として市民活動の自立化を支援することを目的に、藤沢駅そばに設立された施設です。ミーティングスペースやパソコン、印刷機、関連書籍などを備え、市民活動を行なう団体・個人が利用しています。

　近々無線LANも完備される予定で、SFC生も、藤沢市駅周辺でのミーティングやグループワークなどで利用できます。場所、館内設備、利用内容など詳細に関しては、Webサイトをご覧ください。

　<藤沢市市民活動推進センター>

　http://members.jcom.home.ne.jp/f-npoc/ 

4.7　運営
4.7.1　母体
SFC CLIPは中島洋研究室（1998年度～2001年度開講）のプロジェクトの一つとして開始されたものであり、母体は研究室（ゼミ）である。研究室を母体に活動する主体は、今回の調査では他に『よかと～く（九州産業大学、http://www.yoka-yoka.com/）』があるだけで非常に少なく、その点でSFC CLIPの大きな特徴といえる。2001年度をもって中島洋教授が退任されため、2002年4月からは中島研究室と関係が深かった小檜山賢二研究室に所属を移し、活動を続けている。
“ITの社会への活用”や“インターネット時代のジャーナリズム”をテーマとした研究室であったこともあり、情報の収集、編集や情報システムに関心を持つ学生が多く集まっており、運営メンバーの確保やサポートメンバーが得られやすいという点がメリットとして挙げられる。

4.7.2　組織構成やメンバー
活動人数は約20人で中島研究室時代のメンバーが中心であるが、WEBサイト上で随時メンバーを募集している。また2002年４月にはSFC CLIPとして新入生の勧誘を行うなど、継続的な人材の確保を図っている。

組織構成としては編集部門とコンテンツ製作部門という大きく二つに分けられているが、明確な線引きはされておらず、兼務や臨機応変な分担、共同作業などによって柔軟な運営がなされている。

▼スタッフ募集（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/editors.html）より引用

スタッフの活動は、取材・記事編集・WEBサイト制作・WEB企画発案など多岐にわたります。 編集部門、制作部門それぞれ下記の通り、プロジェクトに参加するスタッフを募集します。共に、自分の考えた企画は、実現可能性が伴っていれば、すぐに反映されます。団体単位での運営協力もお待ちしおります。

■編集部門
情報収集･取材･編集･配信までのプロセスを実体験したい方を募集しております。 
ジャーナリズム・情報流通に興味があり、その実践の場として「SFC CLIP」の編集に関わりたい方の参加を心からお待ちしております。 SFCというフィールドを生かし、幅広い視野から、新しい企画を発案し、編集活動を行なうメンバーを募集しています。
編集スタッフ自らが興味のある分野にアプローチできるように、SFC CLIP 編集部は、SFCに対する様々な切り口を提供します。

■コンテンツ制作部門 
今後、SFC CLIPは、「メールマガジン」という枠を超えて、SFCの情報を最適に扱うメディアとして、SFCに興味･関心を持つ人のニーズに応えられるコンテンツとシステムを提供したいと考えています。
そのため、SFC CLIP では、インタラクティブなWEBシステムの企画･制作･管理を行なう制作部門のスタッフを募集いたします。SFCの情報流通･知識共有のために、有益で斬新なアイディアと技術をお持ちの方の参加をお待ちしております。
4.7.3　運営コスト
研究室の研究スペースやネットワーク環境、機材等を利用していること、メンバーの自発的な活動によって運営がなされている（※中島洋研究室所属時代は研究会内の単位取得に関する活動の一つであり、単位取得も目的であるという見方も有り得た。しかし、小檜山賢二研究室に移行後はSFC CLIPに関連する活動は単位取得に結びついておらず、自発的な活動であるといってよい）ため、SFC CLIPの活動のみに関する経済的コストはかかっていない。メールマガジンの配信システムも無償で提供されているCGIを改良したものである。

4.7.4　関連主体との関係
コンセプトにも“SFC-MODEの普及やSFCオフィシャルWEBサイトの充実により、この状況は大きく改善したとも言える。SFC CLIPは、こういった情報メディアと共存する形で、キャンパス内メールマガジンというプッシュ型メディアを介し、編集価値が付加された形でのキャンパス情報を提供することを目的とする。”とあるように、SFC CLIPはこれまで多くの主体と関係を持ってきた。大方が協力関係であるが、中には下記に引用した“AO入試の第Ⅰ期に出願できない受験生が発生した件の報道”、“SPAプロジェクト活動休止報道”の様に、情報の収集や発信をめぐり緊張関係に陥る場合もあった。

また、協力団体の情報を一方的に提供することのないよう、一定の関係を保つような配慮もメンバー間で共有されている。
▼“提携・広報活動について”－“SFC CLIP”2001年度秋学期最終報告書

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/2001autumn_report.pdf）より引用

提携･広報活動について

2001年度春学期は、「SFC★MODE」はじめ「SPAプロジェクト」「七夕祭実行委員会」など、学生団体との連携関係を築いた。2001年秋学期は、その連携を引き続き強めると同時に、学部長･事務室･SFC三田会･SFC研究所といった、オフィシャルな面でも協力関係を結ぶつつある。また、広報活動としては、ORF･オープンキャンパスなど各イベントを通して、メールマガジン･WEBサイトの紹介したほか、SFCオフィシャルサイト･「リクルート進学ネット」で紹介されるなどし、SFC内外での認知度を上げた。以下、今学期の主な提携･広報活動について記述する。

a.
SFC★MODE　http://www.sfc-mode.com/

　小檜山賢二研究室が運営する「SFC人のためのポータルサイト」。トップページからのリンクをはるだけでなく、そのバナーファイルをSFC CLIP側が管理する体制となることが決定している。これによって、メルマガやサイトの最新情報をバナーに反映することができるようになる。また、授業評価情報の共用化、イベント情報提供の連動などが強化される方向で、検討されている。

b.
Fall In Radio Entertainment!　http://www.sfc.keio.ac.jp/~t99851tm/radio/

　SFC 向けラジオ番組「bootleg stereo」などを運営するプロジェクト。SFC CLIPが情報源を提供し、「bootleg stereo」にて音声でニュース紹介する形でコンテンツを共有している。秋祭当日のラジオ番組「21世紀の仕掛人」の放送においては、「SFC CLIP」がメルマガにて番組紹介すると同時に、意見･質問を募集する形で連携した。今後は、インターネットラジオの特性を生かし、音声とテキストを連動させたコンテンツの共同制作を検討している。

c.
秋祭実行委員会　http://www.akimatsuri.jp/

　SFC最大のキャンパスイベントを運営する学生団体。エッセイの寄稿を依頼し、WEBサイトで相互リンクをはった。

d.
SFC三田会　http://www.mitakai.sfc.keio.ac.jp/

　SFCの卒業生が入会する同窓会。SFC三田会はSFC事務室との連携のうえ、会員向けにWEBサイト･メールマガジンを運営する予定で、「SFC CLIP」はコンテンツの提供だけでなく、運営･編集へ参加する。「SFC三田会向けメールマガジン」は、SFCの卒業生に対し、現在のSFCの出来事･様子を伝え、キャンパスへの帰属意識を継続的に持ちつづけることを目的とした月刊メールマガジンで、「SFC CLIP」はニュース記事をピックアップして提供する。

e.
学部長

　SFCの卒業生交流を促進するために発足した、学部長/SFC事務室/卒業生/学生の4者で構成される「SFC同窓会連携協議会」に千原が参加している関係、小島朋之･総合政策学部学部長と熊坂賢次･環境情報学部学部長とのつながりが強まっている。両学部長のメールマガジン購読登録は済んでおり、取材･情報提供･特別企画などにおいて積極的に協力関係をとっていくことで合意がとれている。学部長とのつながりが強まることにより、大学運営に関する情報配信の仕組みが整備されるとともに、学生の活動･意見を大学運営に直接提案できるメディアとしての発展が期待できる。

f.
SFC研究所　http://www.kri.sfc.keio.ac.jp/

　SFCの教育･研究活動を促進する、政策・メディア研究科･総合政策学部･環境情報学部附属研究所。2001年度8月より、「KRI Mail Magazine」という研究紹介を主な目的とするメールマガジンの配信を行っている。発行周期は隔週を予定していたが、2002年2月現在、発行回数は3回に留まっている。2002年1月に、SFC研究支援センターの職員である岡野圭氏から、中島教授に、SFC CLIPとの協力の依頼があり、運営･編集において連携をとっていく方向で話が進んでいる。

g.
SFC HEADLINES　http://www.sfc.keio.ac.jp/headlines/

　原が、キャンパスガイドを務めており、事務室の職員と若干のつながりを持っていた。それをきっかけの一つとして、事務室学術交流担当から、SFCのオフィシャルで毎月のSFCの動きを伝えるコーナー「SFC HEADLINES」において、SFC CLIPとSFC★MODE(小檜山研究室)を取材したいという申し出があり、2月号の当該コーナーで掲載された。

h.
オープンキャンパス

　SFCに興味のある受験生を対象にした、キャンパス公開イベント。SFC CLIP メソバーが多数キャンパスガイドとして参加している関係、来場者に対して、サイト紹介･購読案内のビラを配布している。

i.
リクルート進学ネット　http://www.recruit.co.jp/shingaku/

高校生・浪人生のための大学受験情報サイト。大学事務室ではこのサービスを利用し、受験生に対し、各クラスターの概要や、AO入試の出願方法などを解説している。SFC CLIPでは、昨年秋から、学事担当上田千尋さんを通じ、情報直送便（WEBメール）での広告掲載を依頼していた。そして、2002年1月12日配信「SFC DIALOG Vol.13」にSFC CLIP編集部が事前に作成した200字程度のテキスト広告が掲載された。これによって、SFC CLIPが、学内だけでなく、SFCに高い関心をもつ受験生など学外の目にも触れるきっかけを生み出した。

j.
SFC Open Research Forum 2001　http://www.kri.sfc.keio.ac.jp/ORF/2001/

　SFCの研究成果の展示･発表を行うイベント。2001年度は、9月21、22日の2日間に渡り開催され、本プロジェクトも「SFC CLIPの経緯と展望」と題し研究発表を行った。来場者に「SFC CLIP」の研究活動の目的･概要･展望を説明した。

なお、調査時点ではこれらに加えて以下の2主体と関係を結んでいる。

K.
eHeadLine　http://www.eheadline.info/Page/index.asp

　2002年10月15日より、プッシュ型ニュース配信サービス「イーヘッドライン」と協力し、プッシュ型情報配信におけるユーザ行動に関する実証実験を行なっている（現在の継続中）。「イーヘッドライン」は、有限会社イーヘッドラインが運営する、デスクトップ下部にニュースや天気予報などのニュースを表示するニュース配信サービスである。プッシュ型の情報配信の仕組みとして、本格的な連携を検討している。

l.
藤沢市市民活動推進センター　http://members.jcom.home.ne.jp/f-npoc/

　2002年11月8日より、藤沢市市民活動推進センターと協力し、藤沢市関連情報の提供を開始した。SFC生と藤沢市の交流促進を目的として、藤沢市近辺のイベント・市民活動・公開講座などの情報を配信している。

▼関係主体との緊張関係の例－“SFC CLIP”2001年度秋学期最終報告書

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/2001autumn_report.pdf）より引用

AO入試の第Ⅰ期に出願できない受験生が発生した件の報道

10月上旬、複数の高校生から直接・間接的に、「AO(アドミッションズ・オフィス)」入試の第1期の応募期間に願書を出願したら、『調査書が仮評定なので受理できない』とのことで、願書が返送されてきた」という情報が寄せられた。この情報を寄せた高校生は、2学期制の高校に通っており、取材の結果、2001年度から2学期制の学校からは、AO入試1期が出願できなくなったことが分かった。このことにより、通う学校の学期制度によって出願できる回数に不平等が生じるという問題が明らかになったため、この件について記事化することとした。ただし、編集部に情報を寄せた高校生が、AO入試を2期で受験する予定で、情報提供者に対する不利益を防ぐために、AO事務局に対する取材は、AO入試2期の合格発表(12月3日)後に行うこととした。

1月8日にメールで連絡をとったうえで、9日に、山下と今泉が実際に取材を行った。事前に、メールで「日程が早まった関係から2学期制の高校の扱いが前年と異なったがたが、次年度においては『受験機会の平等』が確保されるよう改善をはかることが決まっている。変更内容の詳細は検討中だが最終的に決定次第、公表する」との説明をえていたため、取材としては、その詳細について確認する形となった。

取材では、記事の扱いについて、AO事務局担当者は、SFC CLIP 編集部の編集権は尊重するとしながらも、次のような2つの要請があった。入試に関する情報については「予測」の扱いは避け正式な最終決定を待つようにという点と、入試に関する情報を掲載する場合は慎重に取り扱うようにという点である。

AO担当者は、最終決定を待たずに伝えることは憶測を生む恐れなどがあり、望ましくないという見解を示した。そのため、取材担当者としては、最終決定がいつになるのかについてを確認したうえで、その扱いについて編集部で話し合うこととした。

編集部での結論は、やはりAO入試の『受験機会の平等』が確保されるよう改善されるという情報は非常に重要であり、できるだけ早く多くの関係者に伝えたいということとなった。しかし、AO担当から最終発表を待たずに出す場合には「事実関係に関する間違いを防ぐため、事前に内容を確認したい」との意向も伝えられており、それに対し、どのように対処するかが議論となった。

事前に記事を見せるという行為は、ジャーナリズムの根本原則に反するため避けるべきだが、一方で記事に関する正確性の確保や、AO担当との信頼関係なども無視することもできない。結論としては、記事の取材部分のみの事実確認に限定して、AO担当に連絡することとなった。結果として、入試に関係するものの個人名を原則として公にしないという方針をとっているため、当初記事に記載されていた、AO入試担当者の氏名を削除してほしい旨要請があった。これを受けて、当該AO入試担当者の氏名を伏せ、「AO事務局」表記するなど記事を一部修正することとなった。

その後、複雑な事実関係を正確かつわかりやすく、さらに短く表現するために、中島教授を含めて、推敲を重ねたのち、1月11日付けのトップ記事として配信した。

配信後、AO担当から「このような『入試』に関する場合、問合せに答えるのか否か、答える場合には、誰が、どのような立場で、どう答えるか」についての問合せがあり、最終的に記事を書いた工藤が「SFC CLIPの編集部によせられた質問に対しては、基本的に私(工藤)が、『中島洋研究室SFC CLIP編集部』として、『現段階では、記事に書かれていることがすべてである。記事に記載されているように、2月中には、事務室が正式に発表を行う予定なので、それを受けて、SFC CLIPも詳しく記事として取り上げる予定。続報をお待ちください』と答えるとの返答をした。リプライとしてAO担当から「一般的な問合せは別として、懸念は不要と思うが、入試の内容に踏みこんだ質問や意見が寄せられた場合の対応についてはご報告をお願いする」との要望があった。

AO入試報道は、コミュニティメディアとして、コミュニティ内での信頼を確保しつつ、事実を伝えるという「SFC CLIP」の役割を最大限果たすためにはどのようにすればいいかといった点や、「入試」についての取り扱いに関するポリシーなど、考えるべきことが少なくなかった。

SPAプロジェクト活動休止報道

地域の活性化を目指す「SPA(Shonandai Producing Activity)プロジェクト(以下、SPA)」が、2002年1月13日をもって活動休止する旨の情報11月6日に得て、12月8日号のトップ記事として掲載した。ここでは、編集部が情報を得て、実際に記事が掲載されるまでの経緯を述べる。

11月6日、胡谷、高田、千原が、SPAが協力しているイベント「イルミネーション湘南台」関連で、SPA首脳とSPA幹部にインタビューを行い、2002年1月13日をもって、SPAが活動休止する旨の発言を得た。

8日夜、工藤がインタビューに対応した2人に対して、活動休止についてメールで事実確認を行ったところ、SPA幹部より返答があった。返答では、活動休止の事実を認めた上で、「活動休止の理由なのですが、メンバー個人の事情もありますので、公ではお話できません」とされた。

この時点で、活動休止の事実関係が確認されたことから、事実関係について記事を掲載することとした。加えて、SPAは非常に公的な活動を行っており、知名度もある団体が「個人的な理由」で活動休止することは非常に不自然であることから、休止の理由について取材を行うこととした。

9日21時頃、千原編集長に改めて当該SPA幹部に電話で確認したところ、「休止すること自体は掲載してかまわないが、休止の理由は説明できないし、休止の理由が説明出来ないことも掲載して欲しくない」との回答があった。続いて、別のSPAメンバーから千原編集長に電話があり「代表が、記事掲載を見合わせ欲しいと言っている」旨、伝言があった。その直後に、SPA首脳から、直接千原編集長に電話があり「事情が事情なだけに、関係団体にまだ説明を行っておらず、掲載を見送って欲しい」と、かなり強い調子で要請があった。

この要請を受けて、11月9日号に関しては記事掲載を見送り、SPAには、1週間以内に関係団体への告知を行うように要請した。

11月16日号に関しても、関係団体への告知が完了していないとして、記事掲載を見送るよう、SPA首脳より要請があった。

11月26日、SPAメンバーの友人から、工藤宛てに「SPAメンバーが、活動休止の旨をメールで説明したい」旨の電話があったが、27日、当該メンバーから「やはり、SPAメンバー間のコンセンサスを取った上で説明したい」旨、工藤宛にメールが寄せられ、後日取材を行うこととした。

29日に、SPA首脳から「内部で話し合った結果、SPAとしての正式コメントを発表することに決定した」旨、メールで連絡を受けた。同日、工藤が当該SPAメンバーに直接取材し、SPA活動休止の背景として「責任ある形で地域に関わるには、継続性が非常に重要で、現状のSPAの人的リソースを鑑みるに、それが非常に難しいし、改善される見通しも立たない。ここで休止にし、地域の皆さんにはその旨、しっかり説明をすることにしている」という発言を得た。あわせて「公式声明を自分(=当該メンバー)が作成しているが、コンセンサスを取るための時間を考えると、11月30日までに用意するのは難しい。是非、今週(11月30日)号での掲載は控えて欲しい」という発言があった。工藤は即答を避け、「編集部内で検討の後、改めて返事を差し上げる」旨、回答した。直後に、当該メンバーから、11月30日号での掲載を控えて欲しい旨、メールで改めて要請があった。

直後に千原・工藤で協議した結果、公式声明を踏まえて記事を掲載する方が、記事の正確性の面から望ましいと判断し、11月30日号の記事掲載を見送り、12月7日号に掲載することを決定した。その旨を、SPA首脳・SPAメンバーの両者に通知した。

なお、同時期に、SPAが元々母体としていた元鈴木寛研究室のメンバーに、SPA活動休止の理由について取材を行った結果、「首脳と幹部の間に、人間関係面で問題が発生した」「首脳のワンマンぶりに、周りがついていけなくなった」などの情報が得られていた。しかし、これは、活動休止の主要な原因ではないと判断し、記事としては、SPAメンバーの発言を軸にすることとした。

以上の経緯を、12月1日の中島研究室中間発表で発表したところ、「スクープ記事では、記事を書く段階で、その記事が持つ意味付けをしっかり自覚しておく必要がある」という指摘を受け、「今回の件で、学生ベースでボランタリーな活動を行う際は、継続性を維持するのが困難であることが明らかになった」という意味付けを明確にすることを、改めて確認した。

12月7日に、公式声明文がメンバーから届いた。12月8日号で、その要旨を事実関係とともに記事化した上で、公式声明文の全文を掲載した。

4.8　反応、評判
学内での評価を表すものとして平成13年度のSFC AWARD受賞が挙げられる。これはSFCを代表するにふさわしい対外活動・学内活動・研究活動などに贈られるもので、その受賞理由は「SFCにおいて、メールマガジン"SFC CLIP"を発行し、情報技術（IT）を活用した、キャンパス内の円滑な情報流通を支援する基盤を創造した」というものであった。

2002年12月時点でのトップページへのアクセス数は一日平均500～600件（重複アクセスを含む、ユニークユーザー数は約300）とアクセスログの記録を開始した2001年10月の時点と比べ5倍近くアクセス数が増加している。
4.9　SFC CLIPの長所と今後の課題
ケーススタディのまとめとして、3.3で挙げたキャンパスコミュニティメディアの特徴をSFC CLIPのケースと照らして説明していく。
4.9.1　速報性－迅速な情報提供
“号外”のメールマガジンを発行することによって速報性がカバーされている。また、2002年12月27日に号外の特性を活かすため携帯電話向けに号外配信を行なう『CLIP MOBILE』のサービスを開始している。CLIP MOBILEについては4.9.2で詳しく説明を行なう。
しかし、号外では扱わない通常の情報に関しては毎週（長期休暇期間中は隔週）金曜日のメールマガジン発行日まで、情報はWEBサイト上でも提供されていない。発行日が情報収集や編集といった作業の締切の役割を果たしている、発行と発行の間の期間でコンテンツを作り上げることが可能という見方もできるが、速報性という観点で言うならばWEBサイト上では情報を随時更新し、そのダイジェスト版としてメールマガジンを発行するというのがより理想的な形態であるといえる。情報の随時提供は以前から課題としてメンバー間に共有がされているが、発行日を規定する方式にも上述したようなメリットがあるため、今のところ現行の方式を取っている。
4.9.2　情報の形態、情報量－多様な情報形態、制限のない情報量
メールマガジンはテキストを、サイトはテキストと画像を用いて構成されている。
情報量に関してはメールマガジンに関しては閲覧の際の利便性を損なわないようにするため、少なくとも標準のパソコン用ディスプレイ（XGA程度）で5回程度のスクロールで全内容が収まるよう（A4サイズの用紙に印刷した場合4～5枚）配慮がなされている。手法として分量が多い記事は最初のパラグラフ程度までをメールマガジンに載せ、全文はWEBサイトで提供する、Message（告知）における記載は2行程度といった工夫を行なっている。WEBサイトに掲載する記事全文に関しては扱う内容に応じてテキストや画像を用い、情報量を割いている。
SFC CLIPでも4.7.4で述べたようにFall In Radio Entertainment!の様な主体との協力や単独で動画や音声を利用する企画が検討されている。また、人的労力が大きいWEBサイト作成等の作業を自動化、効率化するようなシステムの導入も検討されている。
また2002年12月27日に携帯電話向けに号外配信を行なう『CLIP MOBILE』のサービスを開始している。
▼【お知らせ】　SFC CLIPの号外をあなたの携帯電話に配信-2002年12月27日

（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/news02122704.html）
▼『CLIP MOBILE』（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/clip_mobile.html）
CLIP MOBILEでは、現在SFC CLIPが必要時に配信している号外を携帯電話のメールアドレスに向けて配信します。号外本来の速報性を保つために、携帯電話向けの号外配信の体制を整えました。この携帯電話版「CLIP MOBILE」により、号外による速報性を活かしたコンテンツの提供が可能になると考えています。どうぞご期待ください。

「CLIP MOBILE」では慶早戦の結果や天候に基づく休講情報、その他通常の金曜日配信のSFC CLIPより早くお伝えすべき情報を配信していきます。

4.9.3　柔軟な運営、顕在・潜在するニーズ、シーズの充足
SFC CLIPは創設時のメンバー達が感じていたキャンパスコミュニティにおける情報の不足や情報流通に対する問題意識を共有することからスタートした。創設時から登録者は増加を続け2002年12月27日時点で1770人に上る。爆発的な増加ではないが、しかし、確かにニーズは存在し、それを着実に掴みつつあるということができるだろう。
4.3.3で紹介したSeriesで行われている連載企画はいずれも運営メンバーが興味や関心に応じて、または意義を見出して企画したものである。これはキャンパスコミュニティでの生活において感じたニーズやシーズを充足するものであるといえよう。
4.9.4　学内、学外の主体との連携
4.7.4で述べたように多くの主体と協力関係を構築している。特に学内の主体とは運営メンバーの誰かが友人、知人としてつながっているケースも多く、その伝を通じて交渉がスムーズに進むことも多い。同様のことは取材においてもいえる。

また取材などの情報収集に関しても対面、電子メール、電話といった手段を組み合わせて用いることができる。これらはコミュニティメディアの持つ大きな長所と言えよう。

また最も古い提携団体の一つであり、ユーザーにスケジュール管理や授業情報交換、掲示板などを提供するポータルサイト『SFC★MODE（http:// www.sfc-mode.com）』とは相互リンクを行なうなど提携関係を結ぶことにより、相補関係にあるといえる。メールマガジンというプッシュ型の媒体を用いていることもあり、SFC CLIPの提供するサービス単独では対読者や読者同士のインタラクションが行ないやすい環境にあるとはいえない。一方、SFC★MODEも動的な情報の提供は行なわれていないため、両者の提携関係はコミュニティのメンバーに提供する利便性を高めることにつながるといえる。
4.9.5　提供する情報の利用について
SFC CLIPでも以下のような利用規約を定めている。
▼利用規約（http://compress.sfc.keio.ac.jp/clip/kiyaku.html）

ユーザーの皆様は本規約に同意することを条件として、慶應義塾大学小檜山賢二研究室（以下、 当研究室） SFC CLIP 編集部（以下、当編集部）が発行する メールマガジン（以下、「SFC CLIP」）を購読いただけます。 

　なお、本規約の内容は予告無しに変更する場合があります。

１，運営主旨 　　

当編集部が発行する「SFC CLIP」はプッシュ型のメディアを用いることで、SFC内の情報流通を円滑にし、SFCでの、新たなコラボレーションの場を創出することを目的としています。 

２，利用条件

当編集部が発行する「SFC CLIP」はSFC在学生向けに発行されておりますが、どなたでも購読することができます。ただし、その場合でも本規約を了承する必要があります。

３，サービスの一時停止

当研究室は必要に応じ、サーバーを予告無しに停止する場合があります。

４，免責事項

本ホームページ、及び「SFC CLIP」に記載されている情報は、公式に発表された情報とは異なる場合があります。これに関して当プロジェクトはサービスの正確さ、信頼性、またこれらの情報の信用したことによって生じた結果に関しても一切責任を負いません。

５，運営について

政策･メディア研究科小檜山賢二研究室 SFC CLIP 編集部が運営しています。

4.9.6　人材の確保
サイト上でのスタッフの随時募集や4月に行なう新入生への勧誘が行なわれている。

これに加えSFC CLIPが所属していた中島洋研究室の担当者であった中島洋元政策・メディア研究科教授の好意により監修、指導を行なう“インターネットジャーナリズムセミナー”とも連動した新メンバーの募集やスキルアップが図られている。このような得られるスキルを具体的に提示したり、スキル獲得のためのステップを公開することも人材確保の手段として有効であるといえよう。
4.9.7　運営コスト
4.7.3で述べたようにSFC CLIPの活動には基本的に経済的コストはかかっていない。これはかなり特殊なケースといえるが、ある程度ネットワーク環境の整った大学であれば運営にかかるコストは極力抑えることが可能であることを示唆しているともいえる。
4.9.8　協力関係の構築、成功したモデルの伝播が容易
基盤とするSFCが他キャンパス、他大学と離れた立地ということもあり、現時点で他大学のキャンパスコミュニティメディアとの連携は行なわれていない。同じ大学の主体であるJ-stationとは数回メールでのやりとりが行なわれている。必ずしも協力関係を結べばよいというものではないが、SFC CLIP、他のキャンパスコミュニティメディア双方にとって連携を視野に入れた活動を行なうことはコンテンツの充実などのメリットにつながるものと思われる。
4.9.9　継続性とサイトの継承、コンテンツの継承
プロジェクトスタート時のメンバーが2002年度をもって全員卒業する。基本的には2003年度の新4年生以下のメンバーが活動を続けていくことになるが、今後の役割分担や今後のビジョンについて、話し合いが行なわれている。
第五章
コミュニティメディアの可能性
第三章、第四章ではキャンパスコミュニティメディアの持つ特徴や長所、課題について述べてきた。第五章ではこれらのまとめを行うと共に大学キャンパスコミュニティ（以降、キャンパスコミュニティと記載）の特殊性と一般性を鑑みながら、コミュニティメディア全般が持つ可能性について言及する。
5.1　キャンパスコミュニティメディアの総括
近年増加傾向にあるキャンパスコミュニティメディアはキャンパスコミュニティの主要なメンバーである学生達によって自発的に運営され、ITを活用した低コスト且つ効率的な運営によって、キャンパスにおける情報流通を担いつつあった。

彼らはキャンパスコミュニティ内に顕在、潜在する情報ニーズ、シーズを掴み、学内外の多くの主体との協力関係の構築や棲み分けを行ないながら、それぞれが基盤とするキャンパスコミュニティの情報環境を補うように存在していた。
大学当局のサイトによって、主にトップダウン型で行なわれる情報提供をヒエラルキーソリューション、企業が様々な目的を持って大学生をターゲットとして手掛けるサイトをマーケットソリューションとするならば、キャンパスコミュニティメディアは、コミュニティソリューションを提供する主体であると言える。

第三章、第四章ではこのキャンパスコミュニティメディアの特徴として以下の9つを挙げた。

速報性－迅速な情報提供

情報の形態、情報量－多様な情報形態、制限のない情報量

柔軟な運営、顕在・潜在するニーズ、シーズの充足

学内、学外の主体との連携

提供する情報の利用について

人材の確保

運営コスト

協力関係の構築、成功したモデルの伝播が容易

継続性とサイトの継承、コンテンツの継承
続く5.2ではキャンパスコミュニティメディアがベースとするキャンパスコミュニティの特殊性と一般性を考察する中で、上記の特徴の特殊性と一般性についても言及していく。
5.2　キャンパスコミュニティの特殊性と一般性
コミュニティとは価値観や興味、関心を共有し、知識や知恵を創造、継承する人々の集合体のことを指す。これはさらに地縁や行政区域などを単位とし、地理的空間、物理的要素を共有することで価値観や興味、関心を共有するローカルコミュニティと、共通のテーマのもとで価値観や興味、関心を共有するテーマコミュニティに大別される。

キャンパスコミュニティは、そこに通う学生や教職員、キャンパスの周辺地域の人々にとってはローカルコミュニティである一方、受験生や卒業生など関心・興味を寄せる人々にとってのテーマコミュニティでもあり、両方の要素を兼ね備えたコミュニティであるといえよう。
その特殊性として、メンバーの大半を占める学生が基本的に4年間で全て入れ替わるという入れ替わりの激しさや昼夜人口が大きく異なる点、情報インフラ（ネットワーク環境）が比較的整備されていること、情報の取り扱いに対し一定の興味・関心とスキルを持つ人材が揃っていること、などが挙げられる。
情報インフラや情報の取り扱いに対してスキルを持つ人材の存在はキャンパスコミュニティメディアの成立、発展において追い風として働いていると言える。また、メンバーの入れ替わりの激しさは人材の確保を複雑なものにしていると考えられる。
しかし、5.1で提示したキャンパスコミュニティメディアの特徴はほとんど、キャンパスコミュニティの特殊性の影響を受けないものといえる。
速報性－迅速な情報提供

情報の形態、情報量－多様な情報形態、制限のない情報量

柔軟な運営、顕在・潜在するニーズ、シーズの充足

学内、学外の主体との連携

提供する情報の利用について

人材の確保

運営コスト

協力関係の構築、成功したモデルの伝播が容易

継続性とサイトの継承、コンテンツの継承

一方でキャンパスコミュニティの持つ一般性、他のコミュニティの共通点の一つとして情報に対するニーズ、シーズが顕在、潜在していながら十分に取り扱われていないことが挙げられる。キャンパスコミュニティメディアはこの状況を改善するものであり、他のコミュニティをベースとするコミュニティメディアであっても、本稿で述べてきたような、キャンパスコミュニティメディアと同様の特徴を活かし、情報環境を改善する可能性を十分に持つものと考える。
5.3　コミュニティメディアの可能性
コミュニティの構成メンバーの手によって自発的に運営され、ITを活用した低コスト且つ効率的な運営によりコミュニティ内の情報流通を担うのがコミュニティメディアである。

コミュニティメディアはまた、コミュニティ内に顕在、潜在する情報ニーズ、シーズを掴み、他の主体との協力関係の構築や棲み分けを行ないながら、それぞれが基盤とするコミュニティの情報環境を補うように存在し、コミュニティソリューションを提供する。

こうした観点から見ると、各地で行なわれる地域通貨の試みや、CAN（Community Area Network）の概念に基づくCSP（Community Service Provider）の構想は、本稿の行なう定義が完全に当てはまるものではないが、地域におけるコミュニティメディアとして位置づけることも可能であると考える。

国際条約の締結に大きな役割を果たし、ノーベル平和賞を受賞したICBL（地雷廃絶国際キャンペーン）は“地雷使用の禁止”というテーマの下、2つのNGOの連帯から始まり、ITの活用によって世界55ヶ国の人種も、国籍も、厳密な活動目的も、規模も異なる1000を超えるNGOが連帯するまでになった。こうしたNGOの活動は、テーマコミュニティをベースにしたコミュニティメディアによるコミュニティソリューションと言えるのではないだろうか。
今回調査した多くのキャンパスコミュニティメディアはITを活用することで従来の情報の受発信に伴う参入障壁を乗り越え、活発な活動を展開していた。この潮流は、紙や電波を媒体とする従来の情報メディアでは存在し得なかった、存在したとしても活動を制限されていたような規模、種類の様々なコミュニティにおいても今後、コミュニティメディアが形成され、大きな役割を担っていく可能性を強く示唆しているものと考える。
終章
より多くの人に恩恵をもたらす情報メディア、情報社会構築を目指して
ITの驚異的な発展、普及は工業社会以前では実現し得なかったような社会変革を起こしつつある。そこには、これまで数十年、数百年間、我々が抱えていた問題を解決する可能性も、未曾有の問題を引き起こす危険性も存在している。修士課程1年時に履修した講義において聞いた、「人間が自由にコミュニケーションして力を持てる環境を作り出すことが社会の自浄・発展作用においても大きな力を作り出す」という村井純教授の言葉が、ITを活用し社会をいかに構築するかという問いの答えとして今も印象に残っている。
こうした環境を作り出すために、私が注目したのは“情報メディア”である。一つの体、一日24時間という全ての人間に共通する制約条件がある限り、今後増大し続ける情報流通の中で、個人がこの中から本当に自分に有用な情報を探し出すことは益々困難になってゆく。情報の収集・編集・蓄積を行う情報メディアは重要性を増し続けるであろう。
グローバリゼーションが進む一方で、生活の場として、行動、活動を起こす身近な場として、コミュニティは重要性を増しつつある。しかし、コミュニティに関連する情報はこれまでニーズ、シーズが存在したとしても技術や採算といった制約により十分な取り扱いがされてこなかった。ITを活用したコミュニティメディアの成立や活動は、この現状を改善し、錯綜する情報の中から有用な情報を獲得、共有、活用するための場、という新たな役割をコミュニティに持たせられるかどうか、まさにこれから真価を問われていくだろう。
また、コピーコスト、伝達コストが極めて安いデジタルデータの流通・活用モデルは、容易に模倣される恐れがあるなどとして、既存のビジネスの視点等からはデメリットとして認識されることが多かった。しかし、コミュニティメディアはコミュニティに属する人々が自分達の持つ情報に対するニーズやシーズを満たすために行なう自発的な活動であり、成功したモデルの模倣は全く問題なく、むしろITの特徴を有効に活用したものと言える。
IT革命と言われて久しい。革命とは大多数の人々の共感と支持、参加があってこそ初めて成功するもののはずである。コミュニティメディアは多くの人達をIT革命へと導く可能性を秘めており、今後、その社会的需要、意義を増大させていくであろう。企業や行政だけでなく、個人や小グループ、コミュニティがエンパワーされてこそ、IT革命は“革命”足りうると考える。私は修了後、幸いなことにこうした新しい情報メディア、情報流通システム構築の動きに身近なところで活動する機会を得ることができた。今後もコミュニティメディアの動向に注目、実践しながらITを用いた社会の再構築―情報社会構築という壮大な取り組みの一翼を担っていきたい。
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